
広報 夢のある 

心のかよう 

活力あるまち 

施政方針と予算
バランスシート＆行政コスト計算書
町の福祉制度

共に学ぶ………………………16
みんなの広場…………………18
まちかどフォトニュース……20

健康あらかると………………22
情報あらかると………………24
Monthly  News ……………30
まちの便利帖…………………32

撮影場所：吉良町海岸 
20㎞地点/40㎞コース 
撮影場所：吉良町海岸 
20㎞地点/40㎞コース 

特集

42003
No.742

CONTENTSCONTENTS

①
②
③

特集

自分の足で切り開く未来 
　　　－「立志」南中BIG WALK － 
自分の足で切り開く未来 
　　　－「立志」南中BIG WALK － 



2広報こうた●2003（Ｈ15）4.1

一
般
会
計
は
、
町
が
行
う
仕
事
の
大
部

分
を
ま
か
な
う
予
算
で
、
町
税
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
な
ど
を
財
源
に
し
て
い
る

も
の
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
関
わ

り
の
深
い
予
算
と
い
え
ま
す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、
前
年

度
と
比
べ
て
金
額
で
11
億
9
4
0
万
円
、

率
で
は
10
・
2
謾
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
特
別
の
財
源
で
特
別
の

事
業
を
行
う
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
事

業
な
ど
7
つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
総
額
は
、前
年
度
と
比
べ
て
、

金
額
で
4
億
3
、
9
0
1
万
円
、
率
で
は

6
・
6
謾
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
は
、
税
金
を
使
わ
ず
、
一
つ

の
会
社
の
よ
う
に
独
立
採
算
制
で
事
業
・

経
理
を
行
う
も
の
で
す
。
本
町
で
は
、
水

道
事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
配
水
管
の
布
設
替
工
事
の

減
少
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

4
、
7
5
2
万
円
減
（
収
益
的
支
出
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計

会 計 区 分 
一 般 会 計 

平成15年度予算 平成14年度予算 伸び率（％） 

合　　　計 

土地取得特別会計 
国民健康保険特別会計 
老人保健特別会計 
介護保険特別会計 
通所介護サービス特別会計 
農業集落排水事業特別会計 
下水道事業特別会計 

小　　計 
収 益 的 支 出 
資 本 的 支 出 

小　　計 

119億5,600万円 
5億2,321万8千円 
20億7,605万4千円 
18億7,643万2千円 
8億9,935万8千円 
1,135万6千円 

7億4,535万5千円 
9億2,638万1千円 
70億5,815万4千円 
6億5,472万9千円 
2億5,936万6千円 
9億1,409万5千円 

199億2,284万9千円 

108億4,120万円 
2億2,782万7千円 
18億5,619万6千円 
20億6,096万3千円 
8億5,971万6千円 
1,177万8千円 

5億7,261万5千円 
10億3,004万6千円 
66億1,914万1千円 
7億225万2千円 
3億438万8千円 
10億664万円 

184億6,698万1千円 

10.2 
129.7 
11.8 
△ 9.0 
4.6 

△ 3.6 
30.2 

△10.1 
6.6 

△ 6.8 
△14.8 
△ 9.2 
7.9

特
　
別
　
会
　
計 

水道事業 
会計 

平成15年度　施政方針と予算 

　我が国の経済は依然として低迷を続け、明るい展望が開けない中、
幸田町を取り巻く行財政の環境も大変厳しい状況にあります。 
　そのような中、平成15年度の予算編成に当たっては、事務事
業の簡素効率化の徹底など、さらなる行政改革に取り組むとともに、
継続懸案事業を積極的に取り入れ、環境、福祉、防災など、時代
の要請に応えるべく総合的かつ計画的な行財政運営を進めること
に重点を置きました。本町がバランスよく発展していくため、町
民の皆さんからいただいた、ご意見ご要望を可能な限り取り入れ
た予算編成をしました。 

　我が国の経済は依然として低迷を続け、明るい展望が開けない中、
幸田町を取り巻く行財政の環境も大変厳しい状況にあります。 
　そのような中、平成15年度の予算編成に当たっては、事務事
業の簡素効率化の徹底など、さらなる行政改革に取り組むとともに、
継続懸案事業を積極的に取り入れ、環境、福祉、防災など、時代
の要請に応えるべく総合的かつ計画的な行財政運営を進めること
に重点を置きました。本町がバランスよく発展していくため、町
民の皆さんからいただいた、ご意見ご要望を可能な限り取り入れ
た予算編成をしました。 



町税　61.2％ 

民生費　22.6％ 

町債 
6.4％ 

教育費 
　16.9％ 

土木費　15.4％ 

総務費 
10.1％ 

公債費 
　9.8％ 

農林水産業費 
8.6％ 

衛生費 
　9.0％ 

繰入金 
6.2％ 

県支出金 
5.5％ 

国庫支出金 
3.8％ 

諸収入　2.6％ 

消防費　4.6％ 
議会費　1.3％ 
商工費　1.2％ 
労働費　0.3％ 

予備費　0.2％ 
災害復旧費 
　　　0.0％ 
諸支出費 
　　　0.0％ 

繰越金　2.5％ 

地方消費税交付金 
2.4％ 

使用料及び手数料　2.3％ 
地方特例交付金　2.1％ 
分担金及び負担金　1.6％ 
自動車取得税交付金　1.2％ 

地方譲与税　1.1％ 
地方交付税　0.5％ 

利子割交付金　0.3％ 

ゴルフ場利用税交付金 
　　　　　　　　0.2％ 
交通安全対策特別交付金 
　　　　　　　　0.1％ 
寄附金　0.0％ 
財産収入　0.0％ 

歳　入 歳　出 

平成15年度当初予算の一般会計は、119億5,060万円。 
重点的かつ効率的な財源配分。 
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1
年
間
の
す
べ
て
の
収
入

【
町
税
】
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
。

歳
入
の
中
心
と
な
る
貴
重
な
財
源
。

【
町
債
】
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、

国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
る
お

金
。

【
繰
入
金
】
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
（
預

金
）
や
、
ほ
か
の
特
別
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
ら
れ
る
お
金
。

【
国
庫
（
県
）
支
出
金
】
特
定
の
事
業
の

財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
（
県
）

か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金
。

1
年
間
の
す
べ
て
の
支
出

【
民
生
費
】
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
障

害
者
な
ど
の
福
祉
や
医
療
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金
。

【
教
育
費
】
小
・
中
学
校
、
ハ
ッ
ピ
ネ

ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
の
運
営
や
生
涯
学

習
講
座
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
。

【
土
木
費
】
道
路
や
橋
、
公
園
の
整
備
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金
。

【
総
務
費
】
町
職
員
の
給
与
や
町
の
財

産
の
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
。

【
公
債
費
】
町
債
を
返
済
す
る
お
金
。

主
な
区
分

の
内
容

歳出を費目別に見ると、民生費が全体の22.6㌫を占
め、次いで教育費、土木費となっています。前年度と
比較する伸び率では、坂崎小学校木造校舎改築が始ま
る教育費と、農村振興総合整備の本格的な実施による
農林水産業費が、ともに20㌫を超える結果となりまし
た。

歳入の内訳を見ると、最も大きな割合を占めてい
るのが町税で、全体の61.2㌫、前年度に比べ0.6㌫
減となっています。法人町民税は前年比1.3㌫増と
なりました。固定資産税は、新増築家屋の増がある
ものの評価基準の改正などによる家屋分の減少など
で2.2㌫減となりました。そのほかの科目について
は、おおむね前年並みと見込んでいます。

歳入歳出

主
な
区
分

の
内
容

歳

入

歳

出
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●
土
地
区
画
整
理【1

億
5
、
1
2
5
万
円
】

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
平
成
15
年
度
中
に
大
草
山

添
地
区
の
完
了
と
、
野
場
地
区
の
組
合
設

立
を
目
指
し
ま
す
。

新
駅
誘
致
関
連
の
相
見
地
区
に
つ
い
て

は
、
北
部
地
区
発
展
の
た
め
引
き
続
き
整

備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
幸

田
駅
前
地
区
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
化
に
向
け

調
査
を
進
め
ま
す
。

●
道
路
整
備

【
3
億
9
6
3
万
円
】

名
豊
道
路
と
連
携
す
る
芦
谷
荻
１
号
線

を
始
め
、岩
堀
線
な
ど
の
都
市
計
画
道
路
、

お
よ
び
生
活
道
路
の
舗
装
や
側
溝
な
ど
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、市
街
化
調
整
区
域
内
の
道
路
は
、

農①
　

村
振
興
総
合
整
備
事
業
の
本
格
的
実
施

●
下
水
道

【
16
億
7
、
1
7
4
万
円
】

本
町
の
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る
下
水

道
整
備
は
、
環
境
保
全
と
良
好
な
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
整
備
を
進

め
ま
す
。

公
共
下
水
道
は
、
宅
内
接
続
の
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
整
備
に
努

め
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
残
す
と
こ
ろ

上
六
栗
地
区
の
整
備
の
み
と
な
り
ま
し

た
。平
成
16
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

処
理
場
上
部
の
建
設
、
管
路
工
事
な
ど
を

進
め
ま
す
。

●
高
度
情
報
化
推
進【

3
、
7
2
6
万
円
】

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
電

子
自
治
体
へ
の
取
り
組
み
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
活
用
し
た
行
政

文
字
情
報
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

人
が
つ
ど
い

笑
顔
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

【
都
市
基
盤
と
住
環
境
の
整
備
】

に
よ
り
、
総
合
的
に
整
備
を
進

め
ま
す
。

●
上
水
道

【
収
益
的
支
出

6
億
5
、
4
7
2
万
円
】

【
資
本
的
支
出

2
億
5
、
9
3
6
万
円
】

上
水
道
は
、
町
民
の
様
々
な

活
動
を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
す
。「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
低
廉
か
つ
安
全
で

お
い
し
い
水
」
を
供
給
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
建
設
改
良
事
業

の
第
1
次
拡
張
事
業
を
は
じ

め
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
強
い

水
道
づ
く
り
の
た
め
の
整
備
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町民一人当たりの 
予算額の使い道（一般会計） 
予算額を平成15年3月1日現在の3万4,108人で
割って算出しました（1円未満四捨五入）。 

（32万1,211円/9.1％増） 
（前年度金額/対前年度増減率） 

35万375円 35万375円 

町民一人当たりの 
予算額の使い道（一般会計） 

 1 民生費 7万9,319円（ 7万4,636円/ 6.3％増） 
 2 土木費 5万4,073円（ 4万8,525円/ 11.4％増） 
 3 教育費 5万9,022円（ 4万8,200円/ 22.5％増） 
 4 公債費 3万4,415円（ 3万5,852円/ 4.0％減） 
 5 総務費 3万5,519円（ 3万3,944円/ 4.6％増） 
 6 衛生費 3万1,543円（ 2万8,002円/ 12.6％増） 
 7 農林水産費 2万9,980円（ 2万4,765円/ 21.1％増） 
 8 消防費 1万6,053円（ 1万4,966円/ 7.3％増） 
 9 議会費 4,540円（ 4,603円/ 1.4％減） 
 10 商工費 4,146円（ 4,501円/ 7.9％減） 
 11 労働費 1,086円（ 1,055円/ 2.9％増） 
 12 その他 679円（ 2,162円/ 68.6％減） 

整備の進む相見地区 整備の進む相見地区 

整備の進む、上六栗地区の 
農業集落排水施設 
整備の進む、上六栗地区の 
農業集落排水施設 
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●
健
康
づ
く
り【

1
億
6
、
7
7
3
万
円
】

国
が
策
定
し
た
「
健
康
日
本
21
」
の
理

念
を
踏
ま
え
、
生
活
習
慣
病
の
第
1
次
予

防
を
重
点
に
、
町
民
の
主
体
的
な
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
事
業
の
展
開
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
痴
呆

ち

ほ

う

予
防
事
業
の
拡
大
、「
に

こ
に
こ

こ
う
た
っ
子
プ
ラ
ン
21
」
に
よ

る
母
子
保
健
事
業
な
ど
、「
健
康
の
町
」

に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
福
祉
医
療
・
障
害
者
福
祉

【
3
億
4
、
2
3
7
万
円
】

高
齢
者
・
母
子
・
父
子
・
障
害
者
・
乳

幼
児
な
ど
、
受
給
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
給
付

制
度
の
普
及
と
、
効
果
的
な
運
用
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
精
神
障
害
者
の
全
疾
病
入
院
に

係
る
医
療
費
の
給
付
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
老
人
福
祉
・
介
護
保
険

【
10
億
7
、
4
3
7
万
円
】

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た

め
、
北
部
地
区
に
平
成
17
年
度
開
業
予
定

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
民
間
事
業
者
）

へ
の
支
援
を
行
い
、
町
内
待
機
者
の
削
減

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
は
、
第
２
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く
節
目
の
年
で

あ
り
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
充

ー
ク
ル
活
動
の
育
成
な
ど
、
子
育
て
支
援

事
業
を
充
実
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険【20

億
7
、
6
0
5
万
円
】

国
民
健
康
保
険
は
、
町
民
の
医
療
の
確

保
、
健
康
の
保
持
に
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
が
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
の
問

題
を
抱
え
、
事
業
の
運
営
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
基
金
の
適
正
な
管
理

運
用
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど

に
よ
り
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

●
農
林
業

【
3
億
4
、
1
6
0
万
円
】

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
需
要
の
低

迷
、
輸
入
農
産
物
の
増
大
、
米
の
生
産
調

整
な
ど
、
生
産
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況

が
続
き
、
そ
の
反
面
、
食
品
の
安
全
性
へ

の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
も
と
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
、
新
技
術
導
入
に
よ
る
生
産
体
制

の
確
立
を
行
い
、
農
業
者
の
高
齢
化
対
策

や
後
継
者
の
確
保
、
さ
ら
に
は
、
経③
　

営
構

造
対
策
に
よ
る
ナ
ス
団
地
の
整
備
を
進
め

る
な
ど
、経
営
の
安
定
に
資
す
る
施
策
を
、

生
産
者
・
農
協
な
ど
と
一
体
に
な
っ
て
展

然し
か

る
べ
き

未
来
を
拓ひ

ら

く
産
業
づ
く
り

【
産
業
振
興
】

自
助
・
互
助
・
公
助
で
支
え
る

幸
せ
づ
く
り

【
健
康
の
増
進
・
福
祉
の
充
実
】

実
を
図
り
ま
す
。

●
児
童
福
祉
・
菱
池
保
育
園
移
転
改
築

【
5
億
9
、
2
2
1
万
円
】

平
成
12
年
度
に
策
定
し
た
児
童
育
成
計

画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
子

育
て
支
援
対
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、

放②
　

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
全
小
学
校
区
で
の

開
設
を
進
め
ま
す
。

9
月
に
開
所
予
定
の
菱
池
保
育
園
と
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育
の
ニ
ー

ズ
に
添
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と
、

育
児
不
安
な
ど
の
相
談
指
導
、
子
育
て
サ

開
し
ま
す
。

林
業
振
興
は
、
引
き
続
き
林
道
の
開

設
・
改
良
、
造
林
補
助
、
緑
化
推
進
な
ど

の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

畜
産
振
興
は
、
家
畜
排
泄
物

は
い
せ
つ
ぶ
つ

の
適
正
管

理
と
、
循
環
型
農
業
の
一
端
を
担
う
良
質

な
堆
肥
づ
く
り
を
目
指
し
、
生
ご
み
の
堆

肥
化
を
視
野
に
入
れ
た
堆
肥
流
通
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
は
、
平
成
14

年
度
か
ら
5
か
年
の
計
画
に
基
づ
き
、
農

業
生
産
基
盤
や
住
み
よ
い
農
住
環
境
の
た

め
の
集
落
道
・
防
災
施
設
な
ど
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

●
商
工
・
観
光【

1
億
3
、
4
4
6
万
円
】

消
費
の
低
迷
に
よ
り
、
町
内
の
商
店
の

お
か
れ
た
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
施

策
を
、
商
工
会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
展

開
し
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
自
然
と
の
調
和
を
図
っ

た
、
家
族
参
加
型
の
観
光
資
源
の
発
掘
に

努
め
ま
す
。

菱池保育園完成予定図 菱池保育園完成予定図 



放課後児童クラブ 

①農村振興総合整備事業：農村の総合的な振
興を図るために、生産基盤と生活環境の整
備を行う事業。 
②放課後児童クラブ：保護者が就労などで昼
間不在の1年生から概ね3年生までの小学生
を保育する施設。 
③経営構造対策：地域農業の育成・発展を支
援するため、農業者の合意形成や生産・流
通・都市農村交流などの施設整備を行い、
農業構造を変革していく事業。 

④緊急地域雇用創出特別基金事業：現在、失
業している人が安定した職業につくまでの
「つなぎ」的な雇用（臨時）・就業の場を
作り出す事業。 
⑤新総合通信ネットワーク：地上系防災業務
無線に代わる、高度情報化ならびに地震災
害に強い衛星系無線機能を併せ持った無線
通信網。 
⑥菱池遊水地：上流域からの流出増に対処す
るための施設。洪水時、その水の一部を遊
水地に貯留することにより、洪水のピーク
流量をカットし、本流である広田川への影
響を低減させる。 放課後児童クラブ 
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●
社
会
教
育

【
1
億
1
、
2
2
0
万
円
】

心
の
豊
か
さ
、
人
間
性
豊
か
な
生
活
を

求
め
る
意
識
が
、
社
会
全
体
で
高
ま
っ
て

い
る
中
、
各
人
が
自
発
的
に
学
習
で
き
る

よ
う
に
、
各
種
生
涯
学
習
講
座
や
大
学
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
教

育
学
級
の
実
施
な
ど
、
家
庭
教
育
の
推
進

に
も
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
涯
学
習

の
一
端
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
夏
ま
つ
り
、
凧た

こ

揚
げ
ま
つ
り
な
ど
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
、
人
間
性
豊
か
な

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田

【
8
億
2
6
6
万
円
】

町
民
会
館
、
図
書
館
、
町
民
プ
ー
ル
の

連
携
し
た
企
画
運
営
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
に
身
近
で
親
し
み
や
す
い
場
所

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興

【
6
、
2
6
2
万
円
】

各
区
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
補
助
、
町
民

大
運
動
会
・
駅
伝
を
始
め
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
を
引
き
続
き
開
催
す
る
と
と

も
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
も

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

●
学
校
教
育

【
10
億
1
、
7
1
0
万
円
】

学
校
は
、
次
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
が
、

国
際
化
や
情
報
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

能
力
を
、
自
然
と
の
共
生
を
考
え
、
た
く

ま
し
く
、
そ
し
て
感
性
と
創
造
性
豊
か
な

力
を
育
む
場
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
児
童
生
徒
の
「
生
き
る
力
」
を

育
む
学
校
教
育
を
目
指
し
、
各
小
中
学
校

に
少
人
数
教
育
対
応
教
員
を
新
た
に
配
置

し
て
、
き
め
細
や
か
な
教
育
を
展
開
し
ま

す
。情

報
化
教
育
は
、
小
学
校
に
情
報
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
継
続
配
置
し
ま
す
。
ま

た
、
緊④

　

急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業

を
活
用
し
、
全
て
の
学
校
で
図
書
の
整

理
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
り
、
学
校
図

書
館
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

教
育
施
設
の
整
備
は
、
学
校
施
設
の
安

全
性
確
保
の
た
め
、
耐
震
診
断
を
完
了
さ

せ
、
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。
坂
崎
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
工
事

な
ど
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
整
備
を
行

い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
不
登
校
対
策
は
、
少
年
相

談
員
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
協
力

し
て
行
う
教
育
相
談
室
を
設
置
し
ま
す
。

●
国
際
化
推
進

【
2
、
1
5
1
万
円
】

外
国
人
英
語
教
師
の
配
置
、
中
学
生
の

海
外
派
遣
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
国
際
交
流
協
会
の
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

交
流
と
創
意
で
育
む

教
育
文
化
づ
く
り

【
教
育
の
充
実
・
文
化
の
推
進
】



●
災
害
・
治
山
・
治
水【5

、
1
1
1
万
円
】

既
定
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
防

火
施
設
・
資
機
材
の
整
備
な
ど
の
地
震
強

化
対
策
の
充
実
、
そ
し
て
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
初
動
体
制
の
確
立
を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
新⑤

　

総
合
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

7 広報こうた●2003（Ｈ15）4.1

響
き
合
う

人
と
自
然
の
環
境
づ
く
り

【
環
境
の
保
全
と
整
備
】

ク
を
利
用
し
て
災
害
時
に
強
い
情
報
網
の

構
築
を
図
り
ま
す
。

治
山
対
策
で
は
、
松
食
い
虫
被
害
の
著

し
い
地
区
の
樹
種
転
換
を
促
進
し
、
新
た

な
る
森
林
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

治
水
対
策
は
、
広
田
川
の
改
修
促
進
と

菱⑥
　

池
遊
水
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
を
し
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
大
井
池
の
改
修

は
、
農
業
的
利
用
だ
け
で
な
く
、
下
流
域

の
防
災
対
策
な
ど
多
角
的
な
整
備
を
進
め

ま
す
。

●
環
境
衛
生

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

【
7
1
8
万
円
】

ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動
の
助
成
や
、

拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を
促
進
し
、
幸
田

彦
左
ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
通
じ
て
心
の
和
む
「
ふ
る
さ

と
」
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

●
消
防
防
災

【
5
億
3
、
8
5
7
万
円
】

消
防
防
災
活
動
の
拠
点
と
な
る
、
消
防

庁
舎
建
設
の
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も

に
、
消
防
車
両
の
整
備
や
救
急
救
命
士
の

養
成
、
救
急
・
消
防
隊
員
の
技
術
・
資
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
町
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

●
交
通
・
防
犯

【
2
、
8
8
2
万
円
】

交
通
安
全
施
設
の
充
実
、
安
全
教
育
の

徹
底
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
地
域
雇

用
創
出
特
別
基
金
事
業
を
引
き
続
き
活
用

し
て
、
高
齢
者
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

防
犯
対
策
は
、自
主
防
犯
活
動
の
推
進
、

防
犯
灯
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
6
億
8
、
1
9
8
万
円
】

環
境
問
題
の
中
で
、
ご
み
問
題

は
最
も
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
ご

み
の
減
量
化
、
資
源
化
お
よ
び
施

設
整
備
は
、
早
急
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
循
環
型
社
会
の
構
築

を
目
指
し
、
分
別
収
集
の
周
知
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
整
備
の
早
期
実
現

に
向
け
、
用
地
の
確
保
お
よ
び
整

備
を
進
め
ま
す
。

●
公
害
防
止【

2
、
2
2
3
万
円
】

公
害
の
未
然
防
止
と
発
生
源
対

策
を
図
り
、
環
境
の
保
全
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
策
定
を
進
め

て
き
た
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
積
極
的
に
地
球
環
境
問
題

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

●
行
政
改
革

地
方
分
権
が
進
む
中
、
住
民
に
対
す
る

説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
（
Ｐ
8

〜
11
参
照
）
を
有
効
に
活
用
し
、
コ
ス
ト

意
識
を
も
っ
た
事
務
事
業
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
第
7
次
行
政
改
革
大
綱
の
策
定

を
進
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
改
革
に

対
す
る
強
い
期
待
を
踏
ま
え
、
毎
年
定
期

的
に
改
革
の
進
行
状
況
を
公
表
す
る
と
と

も
に
、
町
議
会
お
よ
び
行
財
政
改
善
調
査

会
に
対
し
、
助
言
、
提
言
な
ど
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

※

以
上
、
施
策
の
大
要
に
つ
い
て
述
べ
て

き
ま
し
た
が
、
諸
施
策
の
実
現
に
あ
た
っ

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
み
な
が

ら
、「
夢
の
あ
る
住
み
よ
い
幸
田

心
の

か
よ
う
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多角的な整備を進める大井池 多角的な整備を進める大井池 

楽
し
み
と
信
頼
を
築
く

行
財
政
づ
く
り

【
安
全
な
生
活
】



最
初
に
【
図
1
】
を
見
て
く
だ
さ
い
。
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
の
概
略
で

す
。
左
側
に
あ
る
の
が
借
方
、
右
側
が
貸
方

と
い
い
ま
す
。
借
方
に
は
こ
れ
ま
で
獲
得
し

た
資
産
を
表
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
町
民

が
将
来
に
わ
た
り
利
用
で
き
る
資
産
の
価
値

の
総
額
で
す
。
右
側
の
貸
方
は
、
負
債
と
正

味
資
産
を
表
し
ま
す
。
負
債
は
、
将
来
に
わ

た
り
返
済
す
る
金
額
を
表
し
、
固
定
負
債
と

流
動
負
債
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資
産
と
負
債

の
差
額
が
正
味
資
産
と
な
り
ま
す
。

次
に
【
図
2
】
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で

す
。
こ
れ
は
企
業
で
い
う
損
益
計
算
書
の
こ

と
で
、
一
会
計
年
度
の
間
に
発
生
し
た
収
益

と
費
用
を
対
比
さ
せ
、
収
益
が
費
用
を
上
回

れ
ば
利
益
が
、
そ
の
逆
の
と
き
は
損
失
が
計

上
さ
れ
ま
す
。
損
益
計
算
書
と
い
う
名
称
が
、

利
益
の
追
求
を
目
的
と
し
な
い
自
治
体
会
計

に
は
な
じ
ま
な
い
た
め
、「
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

【
表
1
】
か
ら
、
ま
ず
始
め
に
資
産
の

部
を
見
て
く
だ
さ
い
。
平
成
14
年
3
月
31

日
現
在
で
、
町
の
資
産
総
額
は
約
5
1
4

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、

有
形
固
定
資
産
が
約
4
6
6
億
円
で
、
資

産
全
体
の
90
・
6
謾
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
資
産
と
し
て
、
出
資
金
や

基
金
な
ど
の
投
資
等
が
約
29
億
円
で
5
・

7
謾
、
現
金
や
預
金
な
ど
の
流
動
資
産
が

約
19
億
円
で
3
・
7
謾
と
な
っ
て
い
ま

す
。資

産
の
大
部
分
を
占
め
る
有
形
固
定
資

産
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
小
中
学
校
や

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
の
施
設
な
ど
に

関
係
す
る
教
育
費
や
、
道
路
橋
梁
や
町
営

住
宅
な
ど
、
社
会
資
本
整
備
に
関
係
す
る

土
木
費
で
、
有
形
固
定
資
産
全
体
の
78
・

1
謾
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

反
対
に
、
衛
生
費
は
、
約
2
億
円
と
少

な
い
資
産
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、

ご
み
処
理
や
火
葬
場
な
ど
、
近
隣
の
市
町

村
に
委
託
し
て
、
資
産
を
持
た
ず
に
行
政

運
営
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
に
、
負
債
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
得
し
た
資

産
の
資
金
調
達
先
と
、
現
在
ど
れ
だ
け
の

債
務
が
残
っ
て
い
る
か
、
そ
の
額
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
長
期
に
わ
た

り
返
済
を
要
す
る
地
方
債
が
約
1
3
0
億

円
、
翌
年
度
に
返
済
す
べ
き
地
方
債
償
還

金
が
約
10
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、退
職
給
与
引
当
金
に
つ
い
て
は
、

町
の
職
員
が
年
度
末
に
全
員
退
職
し
た
場

合
の
退
職
金
の
額
で
す
。
実
際
に
は
、
今

す
ぐ
支
払
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
発
生
す
る
も
の
と
し
て
負
債
計
上
し

て
い
ま
す
。

正
味
資
産
に
つ
い
て
は
、
資
産
と
負
債

の
差
額
と
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
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－町の資産や負債はどのくらい？－ 

２ ２ ２ 

一般的に市町村の会計は、単年度の現金の
出入りだけを表しているものです。しかし、
単年度の現金の流れだけでは、資産や負債
（借金）などのストックに関する情報がわか
りづらく、財政状況を把握できないというこ
とがいわれています。
そこで町では、国（総務省）が示した作成

マニュアルに基づいて、民間企業が行ってい
る会計手法を取り入れて、幸田町のバランス
シートや行政コスト計算書を作成しました
（平成14年3月31日現在）。

【図２】行政コスト（損益）計算書 【図１】バランスシート（貸借対照表） 

余剰金がプラスにな
る場合の損益計算書 

余剰金がマイナスにな
る場合の損益計算書 

調達した資金をどの
ように運用したか 

資産形成の資金調達
状況と正味の財産額 

（借方） （借方） （貸方） （借方） （貸方） 

資産 費用 収益 

（貸方） 

負債 

正味資産 

費用 

余剰金 
（＋） 

収益 

余剰金 
（－） 



に
形
成
さ
れ
て
き
た
資
産
に
対
し
て
、
負

債
が
少
な
い
ほ
ど
正
味
資
産
が
多
く
な

り
、
後
世
代
が
実
質
的
に
受
け
継
ぐ
価
値

が
高
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

本
町
の
場
合
は
、
有
形
固
定
資
産
の
75

・
7
謾
の
約
3
5
2
億
円
を
国
県
支
出
金

や
税
金
で
資
金
調
達
し
て
形
成
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

今
ま
で
見
て
き
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
＋
土
地
取
得

特
別
会
計
）
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
た
も
の

で
す
。
し
か
し
、
財
政
状
況
を
正
し
く
把

握
し
、
行
政
を
効
率
よ
く
進
め
る
に
は
、

普
通
会
計
に
属
さ
な
い
水
道
事
業
や
下
水

道
事
業
な
ど
、
公
営
事
業
会
計
す
べ
て
を

包
括
し
て
財
政
状
況
を
見
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

普
通
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、

借
方
と
貸
方
で
対
称
に
表
示
し
ま
し
た

が
、【
表
2
】
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
で
は
、
資
産
、
負
債
、
正
味
資
産
を
会

計
ご
と
に
縦
列
に
配
列
し
て
、
会
計
が
一

覧
で
き
る
よ
う
に
併
記
方
式
を
基
本
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

幸
田
町
全
体
の
資
産
総
額
は
約
7
6
1

億
円
、
負
債
総
額
が
約
2
4
0
億
円
、
正

味
資
産
総
額
が
5
2
1
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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２ ２ ２ 

★［表1］幸田町普通会計バランスシート（平成14年3月31日現在） ※（　）の数値は、町民一人当たりの金額 
（平成14年3月31日現在人口3万3,376人） 

債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等に係るもの 0円（ 0円） 
②債務保証または損失補償に係るもの 8,400万円（ 2,517円） 
③利子補給などに係るもの 2億6,965万円（ 8,079円） 

借方（資産） 貸方（負債＋正味資産） 

　　　　負債合計 161億5,369万円（ 48万3,991円） 

　　正味資産合計 352億2,048万円（ 105万5,264円） 
　負債・正味資産合計 513億7,417万円（ 153万9,255円） 　　　資産合計 513億7,417万円（ 153万9,255円） 

（資産の部） 
１．有形固定資産 465億5,334万円（ 139万4,815円） 
　盧総務費 25億6,623万円（ 7万6,888円） 
　盪民生費 35億2,977万円（ 10万5,758円） 
　蘯衛生費 1億9,464万円（ 5,832円） 
　盻労働費 1億345万円（ 3,100円） 
　眈農林水産業費 19億9,040万円（ 5万9,636円） 
　眇商工費 4億4,983万円（ 1万3,478円） 
　眄土木費 166億9,768万円（ 50万290円） 
　眩消防費 13億4,023万円（ 4万155円） 
　眤教育費 196億7,493万円（ 58万9,493円） 
　眞その他 618万円（ 185円） 
２．投資等 29億3,166万円（ 8万7,837円） 
　盧投資及び出資金 1,551万円（ 465円） 
　盪貸付金 9,050万円（ 2,711円） 
　蘯基金 20億4,045万円（ 6万1,135円） 
　盻退職手当組合積立金 7億8,520万円（ 2万3,526円） 
３．流動資金 18億8,917万円（ 5万6,603円） 
　盧現金・預金 17億4,204万円（ 5万2,195円） 
　盪未収金 1億4,713万円（ 4,408円） 

（負債の部） 
１．固定負債 151億3,363万円（ 45万3,428円） 
　盧地方債 129億7,361万円（ 38万8,710円） 
　盪負債負担行為 0万円（ 0円） 
　蘯退職給与引当金 21億6,002万円（ 6万4,718円） 
２．流動負債 10億2,006万円（ 3万563円） 
　盧翌年度償還予定額 10億2,006万円（ 3万563円） 
　盪翌年度繰上充用金 0万円（ 0円） 

（正味資産の部） 
１．正味資産 352億2,048万円（ 105万5,264円） 
　盧国庫支出金 29億8,368万円（ 8万9,396円） 
　盪県支出金 28億8,616万円（ 8万6,474円） 
　蘯一般財源等 293億5,064万円（ 87万9,394円） 

★［表2］町全体のバランスシート（平成14年3月31日現在） （単位：万円） 

（注）①水道事業会計においては、発生主義により出納整理期間がありません。よって4月1日から5月31日の間に収入および支出された費用は、普通会計の算定基準に準じ、当該決算
年度に収入および支出されたものとして調整しています。 

②町民一人当たりの金額は、平成14年3月31日現在の人口3万3,376人で割り返したものです。 

［資産の部］ 
　1．有形固定資産 
　2．投資等 
　3．流動資産 
　4．繰延勘定 
資産合計 
［負債の部］ 
　1．固定負債 
　2．流動負債 
負債合計 
［正味資産の部］ 
正味資産合計 
負債・正味資産合計 

 
4,655,334 
293,166 
188,917 

 
5,137,417 

 
1,513,363 
102,006 
1,615,369 

 
3,522,048 
5,137,417

 
340,714 

 
93,413 
687 

434,814 
 

28,970 
11,831 
40,801 

 
394,013 
434,814

 
 
 

54,912 
 

54,912 
 
 
 
 
 

54,912 
54,912

 
 
 

5,547 
 

5,547 
 
 
 
 
 

5,547 
5,547

 
1,002,969 

 
1,252 

 
1,004,221 

 
252,688 
10,379 
263,067 

 
741,154 
1,004,221

 
977,334 

 
1,972 

 
979,306 

 
471,364 
13,170 
484,534 

 
494,772 
979,306

 
2,321,017 

 
157,096 

687 
2,478,800 

 
753,022 
35,380 
788,402 

 
1,690,398 
2,478,800

 
6,976,351 
293,166 
346,013 

687 
7,616,217 

 
2,266,385 
137,386 
2,403,771 

 
5,212,446 
7,616,217

 
6,976,351 
293,166 
342,080 

687 
7,612,284 

 
2,266,385 
133,452 
2,399,837 

 
5,212,447 
7,612,284

 
（2,090,230） 
（87,837） 
（102,493） 

（205） 
（2,280,765） 

 
（679,046） 
（39,984） 
（719,030） 

 
（1,561,735） 
（2,280,765） 

普通会計（A） 会計 費目 

公　営　事　業　会　計 【参考】 

水道事業会計 
国民健康保
険事業会計 

老人保健 
事業会計 

介護保険 
事業会計 

通所介護サー
ビス事業会計 

農業集落排
水事業会計 

公共下水道
事業会計 

小計（B） 合計（A＋B） 調整後（注１） 

町民 
一人当たり 
の金額（円） 
（注２） 



町
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
人

的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行

っ
た
町
民
一
人
当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト

は
、
29
万
2
、
9
9
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
表
3
】
を
見
る
と
、
物
に
か
か
る
コ

ス
ト
と
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
が
、
ほ
ぼ

同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
で
は
、
実
際
に
支
出
し
て

い
な
い
減
価
償
却
費
や
退
職
給
与
引
当
金

の
繰
入
額
な
ど
の
非
現
金
支
出
金
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
支
出
し
た

経
費
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
物
に
か
か
る

コ
ス
ト
と
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
で
66
・

4
謾
を
占
め
て
い
ま
す
。
町
民
一
人
あ
た

り
に
す
る
と
、
19
万
4
、
6
0
4
円
が
物

に
か
か
る
コ
ス
ト
と
移
転
支
出
的
な
コ
ス

ト
と
し
て
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。将

来
的
に
は
、
こ
の
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
を
役
場
で
行
っ
て
い
る
事
業
ご
と
に
算

出
し
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
行
政

評
価
と
連
携
さ
せ
、
よ
り
効
率
的
な
事
務

事
業
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す
れ
ば
、

長
期
的
な
コ
ス
ト
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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２ ２ ２ 

★［表3］幸田町行政コスト計算書（平成13年4月1日～平成14年3月31日） 
（行政コスト） 
行政コスト合計 ９７億７,８８５万円（ ２９万２,９９０円） 

１  人にかかるコスト 28億1,450万円（ 8万4,327円） 

盧人件費 25億8,550万円（ 7万7,466円） 

盪退職金給与引当金繰入額 2億2,900万円（ 6,861円） 

２  物にかかるコスト 32億4,517万円（ 9万7,230円） 

盧物件費 13億1,110万円（ 3万9,282円） 

盪維持補修費 2億9,484万円（ 8,834円） 

蘯減価償却費 16億3,923万円（ 4万9,114円） 

４  その他のコスト 4億6,923万円（ 1万4,059円） 

盧災害復旧事業費 4,391万円（ 1,316円） 

盪公債費（利子） 4億2,188万円（ 1万2,640円） 

蘯不納欠損額 344万円（ 103円） 

３  移転支出的なコスト 32億4,995万円（ 9万7,374円） 

盧扶助費 5億125万円（ 1万5,018円） 

盪補助費等 11億9,846万円（ 3万5,908円） 

蘯繰出金 12億6,380万円（ 3万7,866円） 

盻普通建設事業費（補助金等） 2億8,644万円（ 8,582円） 

一般財源等増額（正味資産） 8億6,608万円（ 2万5,949円） 

　　　合　　　計 106億4,493万円（ 31万8,939円） 

（収入項目） 
収入合計 １０２億８,０９９万円（ ３０万８,０３５円） 

１  使用料・手数料等 6億9,136万円（ 2万714円） 

２  国庫（県）支出金 5億4,055万円（ 1万6,196円） 

３　一般財源 90億4,908万円（ 27万1,125円） 

　　　合　　　計 106億4,493万円（ 31万8,939円） 

国庫（県）支出金償却額 3億6,394万円（ 1万904円） 

※（　）の数値は、町民一人当たりの金額 
（平成14年3月31日現在人口3万3,376人） 



行
政
評
価
と
は
、
事
務
事
業
の
目
的
と

手
段
を
明
確
に
し
て
、
成
果
指
標
を
も
と

に
町
民
の
視
点
に
た
っ
て
改
善
を
繰
り
返

す
シ
ス
テ
ム
で
、
妥
当
性
、
有
効
性
、
達

成
度
、
効
率
性
の
4
項
目
に
つ
い
て
評
価

し
、
総
合
評
価
と
し
て
Ａ
〜
Ｄ
の
4
つ
の

分
類
に
区
分
し
ま
し
た
。

こ
の
行
政
評
価
は
職
員
も
馴
染

な

じ

み
が
な

く
、
評
価
表
を
作
成
す
る
上
で
職
員
の
意

識
改
革
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
13
年
度
決

算
に
基
づ
い
て
事
務
事
業
の
評
価
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
の
視
点
と
い

う
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
善
調
査
会
委
員

の
か
た
に
も
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
評
価
が
絶
対
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

行
政
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
見
方
、
意
見

や
要
望
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
町
民
の
声
を
数
多
く
お
聴
き
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
み
な
が
ら
、
今

後
の
町
政
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

11 広報こうた●2003（Ｈ15）4.1

Ａ
評
価

積
極
的
・
計
画
ど
お
り
に
事

業
を
進
め
て
い
る

Ｂ
評
価

事
業
の
進
め
方
に
改
善
が
必

要
で
あ
る

Ｃ
評
価

事
業
規
模
や
内
容
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る

Ｄ
評
価

事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
・

廃
止
が
必
要
で
あ
る

２ ２ ２ 

主な事務事業 

庁舎受付案内 

テレホンサービス 

町税徴収事務 

放課後児童対策 

老人福祉センター管理運営 

節目歯科健診 

記念樹贈呈 

（仮称）相見駅周辺開発整備 

自主防災組織育成 

消防水利整備 

小学校児童健康診断委託 

生涯学習講座 

担当課 

総 務 課  

企画情報課 

税 務 課  

住民児童課 

福祉介護課 

健康環境課 

産 業 課  

都市計画課 

消 防 課  

消 防 署  

学校教育課 

生涯学習課 

211万4千円 

12万8千円 

5,462万6千円 

944万8千円 

1,770万4千円 

39万9千円 

32万7千円 

1億901万1千円 

340万9千円 

2,361万2千円 

355万7千円 

1,409万5千円 

事業費 評価 

Ｂ 

Ｄ 

Ｂ 

Ｂ 

A

Ｃ 

Ｄ 

A

Ｂ 

A

A

Ｂ 

コ　　　メ　　　ン　　　ト 

案内業務は必要であると考える。案内板の設置
の工夫などを検討をする必要がある。 

情報媒体の高度化により、電話機での情報提供
媒体としての使命は終了したと考える。時代の
流れから廃止の方向で検討する必要がある。 

徴収率の向上のため、納税勧奨職員の活用を検
討する必要がある。 

ほかの自治体の利用料と比較すると本町の場合
の利用料は安価であり、今後事業の拡充に併せ
て検討する必要がある。 
社会変化、施設の規模や老朽化の点から、設備
の更新などの検討を加えながら、時代に適合し
たサービスを提供していく必要がある。 

啓蒙活動により、受診勧奨をしていくことが必
要である。 

利用者数が対象者の半数以下で、植樹場所、花
などに交換する人など、問題も多い。廃止を含
め事業の抜本的見直しが必要である。 
事業の早期完成が期待される。それには補助金・
助成金などの増額が不可欠であり、上位機関及
び組合との密なる調整が必要である。 
近隣市町村の状況からして、本町は先進町である。
機械器具の装備品、または使用頻度を考慮し、
地震対策などに積極的に推進していく必要がある。 
近隣市町の充足率と比較して本町は88％強と高い。
消火栓、防火水槽、自然水利など、バランスあ
る配備を積極的に進める必要がある。 

児童を漏れなく健診することで、各種疫病の早
期発見・早期治療ができ、事業効果は高い。 

町民の事業に対する要望も多様化しているが、
各講座の定員にも限りがある。受益者負担も含
め今後考慮していく必要がある。 

試行的に評価をした21事業について、右記の結果となりました。 
なお、抜粋として掲載しましたが、今後対象事業を拡大し、行
政評価システムを見直しながら取り組んでいきたいと思います。 
 
問合せ　監査委員事務部局　蕁62－1111（内線340） 

Ａ評価 13事業 
Ｂ評価 5事業 
Ｃ評価 1事業 
Ｄ評価 2事業 

けいもう 



対
象
者
は
75
歳
以
上

老
人
保
健
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
の

は
、
満
75
歳
以
上
の
か
た
で
す
（
一
定
の

障
害
の
あ
る
か
た
は
、
65
歳
以
上
が
対
象

に
な
り
ま
す
）。

な
お
、
昨
年
10
月
に
老
人
保
健
制
度
の

改
正
が
あ
っ
た
た
め
、
経
過
的
に
、
昭
和

7
年
9
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

は
、
75
歳
前
で
も
老
人
保
健
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

自
己
負
担
は
1
割
か
2
割

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
医
療
を
受
け
た

と
き
に
支
払
う
自
己
負
担
（
窓
口
払
い
）

は
、
外
来
・
入
院
と
も
に
か
か
っ
た
費
用

の
1
割
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
と
お
り
一
定
額
以
上
の

所
得
が
あ
る
場
合
は
、
自
己
負
担
は
2
割

に
な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
の
対
象
者
の
課
税
所
得
が
、

1
2
4
万
円
以
上
の
か
た

②
老
人
保
健
の
対
象
者
の
同
一
世
帯
内

に
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合

で
、
そ
の
か
た
の
課
税
所
得
が
1
2
4

万
円
以
上
の
場
合

＊
①
・
②
に
該
当
し
て
も
、
収
入
が
6
3

7
万
円
（
世
帯
内
に
ほ
か
の
老
人
保
健

の
対
象
者
ま
た
は
70
歳
以
上
の
人
が
い

な
い
場
合
は
4
5
0
万
円
）
に
満
た
な

い
こ
と
を
届
け
た
場
合
は
、
１
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

入
院
の
自
己
負
担
は

限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

入
院
の
場
合
も
自
己
負
担
額
は
1
割

（
一
定
以
上
所
得
者
は
2
割
）
で
す
が
、

入
院
の
場
合
は
、
支
払
う
べ
き
限
度
額
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
は
、
表
の

自
己
負
担
分
の
入
院
欄
の
額
に
な
り
ま

す
。

高
額
医
療
費
を
支
給
し
ま
す

同
じ
月
内
に
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
一
定
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
そ
の
超
え
た
額
に
つ
い
て
、
後
で
払

い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

（
高
額
医
療
費
支
給
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

申
請
場
所

福
祉
介
護
課
窓
口

申
請
時
の
注
意
点

特
定
疾
病
患
者
は
、

自
己
負
担
額
が
1
か
月
1
万
円
ま
で
と
な

り
ま
す
／
入
院
時
の
食
事
や
差
額
ベ
ッ
ド

代
な
ど
は
、
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

老
人
保
健
の
対
象
者
は

更
新
が
必
要
で
す

老
人
保
健
の
対
象
者
の
所
得
状
況
は
、

毎
年
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、
7
月
1
日
現

在
の
世
帯
状
況
お
よ
び
前
年
所
得
に
基
づ

く
負
担
区
分
の
判
定
を
行
い
ま
す
。
毎
年

7
月
末
ま
で
に
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

更
新
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
随
時

福
祉
医
療
係
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
。
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老
人
保
健
制
度

各
種
制
度
を

各
種
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い 

※「＋１％」は、医療費が36万1,500円を超えた場合、
超過額の１％が追加負担となります。（　）内の金額は、
年4回以上該当した場合の4回目以降の額です。 

低所得者Ⅱ：世帯全員が住民税非課税のかた 
低所得者Ⅰ：世帯全員が住民税非課税であって、かつ、

世帯の所得が一定基準以下のかた 

自己負担限度額 
入院・世帯単位 外来（個人ごと） 

一定以上 
所 得 者 4万200円 7万2,300円＋１％ 

（4万200円） 
一 般 1万2,000円 4万200円 
低
所
得
者 

Ⅱ 

Ⅰ 
8,000円 

2万4,600円 

1万5,000円 

更 



本
町
で
は
、
左
表
の
と
お
り
老
人
・
福

祉
医
療
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
か
た
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
　
②
健

康
保
険
証
　
③
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の

福
祉
医
療
給
付
金
の
申
請

福
祉
給
付
金
支
払
証
明
書
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
2
月
と
8
月
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
給
付
金

支
払
証
明
書
（
領
収
書
）

②
印
鑑

③
振
込
通
帳
（
受
給
者
名
義
で
郵
便

局
は
除
き
ま
す
）

入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
減
額
さ

れ
ま
す
の
で
、「
老
人
医
療
の
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

す
で
に
福
祉
医
療
制
度
を
受
給
さ
れ
て

い
る
か
た
で
、
次
の
表
に
当
て
は
ま
る
か

た
は
、
福
祉
介
護
課
福
祉
医
療
係
で
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

交
通
事
故
に
あ
い
、
老
人
保
健
・
福
祉

医
療
で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、「
第
3

者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
老
人
保
健
・
福

祉
医
療
が
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察

に
届
け
、
交
通
事
故
証
明
書
を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
福
祉
介
護

課
福
祉
医
療
係
へ
の
届
け
出
も
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

①
第
3
者
行

為
に
よ
る
被
害
届
（
福
祉
介
護
課
窓
口

に
あ
り
ま
す
）

②
保
険
証
　
③
医
療

受
給
者
証
　
④
印
鑑
　
⑤
事
故
証
明
書

（
そ
ろ
わ
な
い
と
き
は
後
日
で
も
可)

＊
交
通
事
故
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合

の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
全

額
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、

老
人
保
健
・
福
祉
医
療
で
治
療
を
受
け
る

と
、
老
人
保
健
・
福
祉
医
療
は
受
給
者
の

医
療
を
一
時
立
て
替
え
、
あ
と
か
ら
加
害

者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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老
人
・
福
祉
医
療
制
度

こんなときは 必要なもの いつまでに 

ほかの市区町村か
ら転入したとき 

印鑑 
保険証 14日以内に 

転出したとき 印鑑 
医療受給者証 

ほかの市区町村に
転出したとき 

住所が変わったと
き（転居） 

印鑑 
医療受給者証 14日以内に 

14日以内に 
印鑑 
保険証 
医療受給者証 

加入している医療
保険が変わったと
き 

死亡したとき 印鑑 
医療受給者証 － 

制　度 対　　象　　者 内　　　　　容 
一部負担金（自己負担額）は老人
保健に準ずる 

昭和9年9月30日以前に生まれたか
たで、68歳・69歳のかた（所得制限あり） 

老人医療 

制　度 対　　象　　者 内　　　　　容 
医療保険の自己負担はありません 
（入院、通院） 

①0～3歳児（満4歳の誕生日の属
する月の末日までの乳幼児） 

入院のみ自己負担額を助成 ②4～未就学児 

乳幼児医療 

障害者医療 ・身体障害者手帳1～3級（じん臓
機能障害者1～4級、進行性筋萎
縮症1～6級） 
・療育手帳A・B判定のかた 
・自閉症状群と診断されているかた 

医療保険の自己負担はありません 

医療保険の自己負担はありません ・母子、父子家庭の子が18歳に達す
る年度末までの母、父、子（児童扶養
手当に準ずる所得制限があります） 

・父母のいない子が18歳に達する
年度末まで 

母子家庭等 
医療 

戦傷病者医療 

精神障害者 
医療 

戦傷病者手帳所持者のうち、項症者、
款症者、目症者 

医療保険の自己負担はありません 

精神疾患に限り 
・通院医療費自己負担額の全額助成（患
者票） 

・入院医療費自己負担額の2分の1助
成（手帳または患者票） 

①精神障害者保健福祉手帳・患者票
をお持ちのかた（町内在住1年以上） 

②①のうち精神障害者保健福祉手
帳の1・2級に該当しているかた 

精神疾患以外の入院についても医
療費負担額の2分の1助成 

老人医療 

福祉医療 

問合せ
老人保健、老人・福祉医療制度

福祉介護課福祉医療係　蕁62－1111（内線121）

自
動
車
事
故
被
害
者
の
か
た
へ

介
護
料
支
給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
者

自
動
車
事
故
が
原
因
で
重

度
の
後
遺
障
害
を
持
ち
、
常
時

（
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級
1
級
3
号

ま
た
は
1
級
4
号
）
ま
た
は
、
随

時
（
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級
2
級

3
号
ま
た
は
2
級
4
号
）
の
介
護

を
必
要
と
さ
れ
る
か
た

支
給
金
額

介
護
料
は
月
額
で
、
障

害
の
程
度
、
介
護
に
要
す
る
費
用

の
負
担
に
応
じ
て
、
2
万
9
、
2

9
0
円
か
ら
13
万
6
、
8
8
0
円

ま
で
の
範
囲
で
支
給

問
合
せ

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

蕁
0
5
2
ー
5
7
1
ー
1
5
3
7



平
成
15
年
4
月
か
ら
、
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、「
支
援
費
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
支
援
費
制
度
は
、
利

用
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
契
約

に
よ
り
事
業
者
と
の
対
等
な
関
係
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
者
の
手
続
き

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

支
給
申
請
書
、
利

用
者
負
担
額
の
算
定
の
た
め
に
必
要
な

事
項
に
関
す
る
書
類
、
医
師
の
診
断
書

（
町
が
必
要
と
認
め
た
場
合
）
＊
制
度

施
行
前
に
施
設
に
入
所
し
て
い
る
か
た

は
、
経
過
措
置
と
し
て
4
月
か
ら
1
年

間
は
、
支
給
決
定
を
受
け
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

事
業
者
と
契
約

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
受
給
者
証
を
指
定
業
者
・

施
設
に
提
示
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

確
認
し
た
う
え
で
利
用
に
関
す
る
契
約

を
結
び
ま
す
。

利
用
者
負
担
額

利
用
者
ま
た
は
扶
養
義

務
者
は
、サ
ー
ビ
ス
利
用
の
費
用
の
う
ち
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
利
用
者

負
担
額
を
事
業
者
に
支
払
い
ま
す
。
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障
害
者
支
援
費
制
度

障
害
者
支
援
費
制
度 

４
月
１
日
か
ら

４
月
１
日
か
ら 

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト 

都道府県の役割 利用者 

制度の円滑な運営
を支援します。ま
た、事業者・施設
の指定および指導、
監督を行います。 

国の役割 

制度の円滑な運営
を支援します。 

　障害者福祉サービス
を必要とする人（身体
障害者、知的障害者、
障害児） 

市区町村 

　支援体制を整備し、
支援費の支給決定を行
います。 

指定事業者・施設 

　利用者の心身の状況
に応じて適切なサービ
スを提供します。 

指定事業者・施設とは都道府県知
事等に指定を受けた事業者です。 

都道府県の役割 国の役割 都道府県の役割 国の役割 

支
援
費
の
支
給
申
請
 

情
報
の
提
供
 

支
援
費
の
支
給
決
定
 

利
用
者
負
担
額
の
支
払
い
 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契
約
 

指定 

支援費の請求 

支援費の支払い 

施設入所の支援を行います
身体障害者更生施設、身体障害者授産施設、知的障害者更生施設、
知的障害者授産施設、知的障害者通勤寮、身体障害者療護施設、
知的障害者地域生活援助（グループホーム）、心身障害者福祉協
会が設置する福祉施設
＊以上の施設の入所者には、入所前に住んでいた居住地の市町村
が支援を行います。

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
日
常
生
活
で
外
出
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

上
肢
、
下
肢
、
体
幹
、
視
覚
お
よ
び
聴
覚
障
害

者
で
、
1
か
ら
3
級
お
よ
び
内
部
障
害
者
1
級
の
か

た
／
療
育
手
帳
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
判
定
の
か
た
／
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1
・
2
級
の
か
た

＊
県
条
例
の
自
動
車
税
お
よ
び
町
条
例
の
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
か
た
は
除
き
ま
す
。

助
成
内
容

基
本
料
金
お
よ
び
送
迎
料
金
（
月
4
枚
程
度
）

申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
印
鑑

問
合
せ

福
祉
介
護
課
福
祉
係
（
内
線
1
2
3
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
対
象
者
に

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2
級
の
か
た
を
拡
大
し
ま
す

対象者 サービス名 内　　　　容 

利
用
で
き
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス 

利
用
で
き
る
施
設
サ
ー
ビ
ス 

身体障害者 
知的障害者 
障害児 

ホームヘルプ 
サービス 

ホームヘルパーが家庭を訪問
して、掃除や洗濯、食事の用
意などをお手伝いします。 

デイサービス デイサービスセンターで、作
業をしたりお風呂に入ること
ができます。 

ショートステイ 家族が病気になったときなどに、
一時的に利用するものです。 

グループホーム 
（知的障害のあ
るかたのみ） 

世話人に日常生活の助けをか
りながら、アパートなどで共
同生活するものです。 

身体障害者 

知的障害者 

身体障害者更生
施設 

リハビリテーションを受けた
り、自宅で生活できるための
訓練を受けるところです。 

身体障害者療護
施設 

リハビリテーションを受けな
がら生活することが可能です。 

身体障害者授産
施設 

仕事ができるようになるため
の訓練を受けるところです。 

知的障害者更生
施設 

地域で生活するために必要な
訓練を受けるところです。 

知的障害者授産
施設 

仕事ができるようになるため
の訓練を受けるところです。 

知的障害者通勤
寮 

日常生活の訓練を受けながら
仕事場に通うところです。 

国立コロニー 重い障害のあるかたが、訓練
や作業をするところです。 

＊支援費制度に移行するのは上記サービスのみで、それ以外のサー
ビスについては従来どおりに行います。 

問合せ
障害者支援費制度　福祉介護課福祉係　蕁62－1111（内線123）



計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
の
見
込
み
で
、
全
体
の
給

付
費
が
約
7
億
6
、
8
0
0
万
円
の
給
付

見
込
み
に
対
し
、
計
画
初
年
度
で
あ
る
平

成
15
年
度
は
、
約
8
億
5
、
3
0
0
万
円
、

平
成
17
年
度
で
は
、
約
11
億
1
、
9
0
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
各
年
次
の
推

移
は
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の
軽
減
措
置

平
成
15
年
度
か
ら
実
施

低
所
得
者
の
か
た
を
対
象
と
し
た
介
護
保

険
料
軽
減
措
置
を
、
4
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

①
保
険
料
の
段
階
が
、
第
1
段

階
と
第
2
段
階
の
か
た
で
、
前
年
の
収

入
が
42
万
円
以
下
の
場
合
（
家
族
が
い

る
場
合
は
84
万
円
以
下
で
す
）

②
保

険
料
の
段
階
が
、第
2
段
階
の
か
た
で
、

前
年
の
収
入
が
94
万
円
以
下
の
場
合

③
居
住
用
以
外
の
固
定
資
産
が
あ
る
か

た
は
除
き
ま
す
。

申
請

毎
年
6
月
末
ま
で
（
そ
れ
以
外
の

場
合
は
、
申
請
後
の
部
分
が
軽
減
の
対

象
に
な
り
ま
す
）
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平
成
12
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
が

経
過
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
年
ご
と
に

利
用
者
や
支
給
す
る
給
付
費
が
増
加
し
、

順
調
に
制
度
が
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

介
護
保
険
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
利
用

量
の
変
化
や
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
3
年
ご
と
に
事
業
計
画

の
見
直
し
や
、
保
険
料
の
見
直
し
を
図
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

幸
田
町
も
平
成
13
年
末
か
ら
、
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
等
推
進
会
議
を
開
催
し
、

サ
ー
ビ
ス
量
の
見
直
し
お
よ
び
、
介
護
保

険
料
の
改
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

第
2
期
計
画
の
初
年
度
と
な
る
平
成
15

年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
、
見
直
し
作

業
が
完
了
し
、
新
た
な
保
険
料
を
表
の
と

お
り
確
定
し
ま
し
た
。

平
成
15
〜
17
年
度
も

順
調
な
伸
び
を
見
込
む

第
2
期
計
画
に
お
い
て
も
介
護
給
付
に

つ
い
て
は
、
順
調
な
伸
び
を
見
込
ん
で
、

介
護
保
険
の

介
護
保
険
の 

保
険
料
を
改
定

保
険
料
を
改
定 

区分 改訂後の額（改訂前の額） 適　用　区　分 
市町村民税非課税世帯で老
齢福祉年金受給者および生
活保護者 

年額 1万6,800円（1万5,200円） 
参考月額 1,400円（ 1,267円） 

第１ 
段階 

第２ 
段階 

年額 2万5,200円（2万2,800円） 
参考月額 2,100円（ 1,900円） 

世帯全員が市町村民税非課
税の世帯 

第３ 
段階 

年額 3万3,600円（3万400円） 
参考月額 2,800円（ 2,534円） 

世帯で市町村民税の課税者
があり、本人は非課税の者 

第４ 
段階 

年額 4万2,000円（3万8,000円） 
参考月額 3,500円（ 3,167円） 

本人の所得が200万円未満
で、本人は課税の者 

第５ 
段階 

年額 5万400円（4万5,600円） 
参考月額 4,200円（ 3,800円） 

本人の所得が200万円以上
で、本人は課税の者 

介護給付費の実績及び計画値 
12億 

10億 

8億 

6億 

4億 

2億 

0

800 

600 

400 

200 

0

■ 居宅サービス費 
■ 施設サービス費 
□ サービス計画費 
■ そのほか 
●－● 要介護認定者数 

給
付
額
（
円
） 

要
介
護
認
定
者
数
（
人
） 

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 

問合せ
介護保険　福祉介護課介護保険係　蕁62－1111（内線125）



児
童
会
活
動

エ
ン
ジ
ン
バ
リ
バ
リ
グ
ル
ー
プ
（
代

表
委
員
会
）
を
中
心
に
、
あ
い
さ
つ
運

動
や
廊
下
を
走
ら
な
い
運
動
な
ど
、
創

意
あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
運
動
の
と
き
は
、
大
き

な
横
断
幕
を
作
り
、
校
門
で
そ
の
下
を

く
ぐ
る
一
人
ひ
と
り
に
元
気
な
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。
ス
マ
イ
ル
ソ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
集
会
委
員
会
）
は
隔
週
の
木

曜
日
、
各
教
室
に
行
っ
て
歌
声
指
導
を

し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
集
会

ふ
れ
あ
い
集
会
は
、
学
習
し
た
こ
と

を
高
め
た
り
広
げ
た
り
す
る
場
と
し

て
、
隔
週
の
木
曜
日
の
朝
、
全
校
合
唱

と
学
級
発
表
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
全
校
集
会
で
す
。

学
級
発
表
は
、
総
合
的
な
学
習
で
や

っ
て
い
る
こ
と
を
劇
や
三
択
ク
イ
ズ
、

ビ
ー
紙
に
ま
と
め
る
な
ど
し
て
紹
介
し

た
り
、協
力
を
呼
び
か
け
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
合
唱
や
合
奏
、
暗
唱
を
し
た
り

し
ま
す
。

全
校
合
唱
は
、
ス
マ
イ
ル
ソ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
中
心
に
な
っ
て「
お
魚
天
国
」

「
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
・
ス
マ
イ
ル
」「
大
き

な
古
時
計
」「
友
達
に
な
る
た
め
に
」

「
ひ
ろ
い
世
界
へ
」
な
ど
を
2
部
合
唱

で
歌
い
ま
す
。
お
面
を
か
ぶ
っ
て
、
歌

っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
盛
り
上
げ
ま

す
。
全
校
5
0
0
人
余
り
の
子
ど
も
た

ち
の
歌
声
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
美
し

く
響
き
、聞
く
人
の
感
動
を
呼
び
ま
す
。

ほ
な
み
学
習

ほ
な
み
学
習
（
総
合
的
な
学
習
）
は
、

本
格
的
に
取
り
組
み
を
始
め
て
5
年
目

に
な
り
ま
す
。

6
年
生
は
「
み
ん
な
　
み
ん
な
　
み

ん
な
し
あ
わ
せ
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
人

ひ
と
り
が
ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
る
か
を
考
え
、学
習
し
て
い
ま
す
。

校
内
に
遊
具
を
増
や
し
た
い
と
考
え

た
子
ど
も
た
ち
は
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
材
料
や
作
り
方
を
調
べ
、
設
計

図
を
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ

ん
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
タ
ー

ザ
ン
ロ
ー
プ
、
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
、

ベ
ン
チ
式
ブ
ラ
ン
コ
、
丸
太
渡
り
、
テ

ー
ブ
ル
、
足
つ
ぼ
ロ
ー
ド
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
高
床
式
倉
庫
は
、
学
区
民
の

大
工
さ
ん
に
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
冬
休
み
に
も
活
動
し
、
丈
夫

で
立
派
な
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
イ
レ
や
自
由
広
場
が
明
る
い
雰
囲
気

に
な
る
よ
う
に
、
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
り

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
幸
田
小
の
子

ど
も
た
ち
の
幸
せ
が
見
え
る
よ
う
で
す
。
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幸田小
校長　 星野保夫
全校児童数　509人
男子：268人　女子：241人
問合せ　蕁62－0118

画
伯
登
場

画
伯
登
場 

画
伯
登
場 

南
部
中
学
校

休けいの時のバイオリン
【ドライポイント版画】

先生から さっきまでバイ
オリンの音が響いていたかの
ようです。奥行きなどが、曲
線と直線を工夫して表すこと
ができました。

３年　永田　　萌さん ３年
稲吉　恭佑くん

あいさつ運動 あいさつ運動 

全校合唱 全校合唱 

高床式倉庫 高床式倉庫 

部活前の面【ドライポイント版画】

先生から 部活動で使う剣道の面を、愛着をもっ
てとらえています。面の硬さや反り、材質感を無
数の線で表現することができました。



「
ま
ず
第
一
に
、
本
は
面

白
い
も
の
な
ん
だ
っ
て

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

ん
で
す
」

荻
谷
小
学
校
で
、
子

ど
も
た
ち
に
本
の
す
ば

ら
し
さ
を
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
る“

読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア‘

の
皆

さ
ん
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
代
表
者
が
山
崎

さ
ん
で
す
。
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

現
在
10
人
で
構
成
さ
れ
、

毎
週
木
曜
日
の
朝
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
週
1
回
、
10

分
程
度
の
読

み
聞
か
せ
な

ん
で
す
が
、
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町 民 会 館（蕁63－1111） 4／21（月）、4／28（月）、5／6（火）、5／12（月）
図　書　館（蕁63－0001） 4／21（月）、4／28（月）、4／30（水）、5／6（火）、5／12（月）
町民プール（蕁56－8111） 4／21（月）、4／28（月）、5／6（火）、5／12（月）

今月の
休館日
（4/16～5/15）

この本読みました

まじょがさいごのまほうの力で
自分が何になりたいのか考えて、
ベンチになったお話です。ぼくな
らベンチになろうとは思わないけ
ど、まじょはみんなのためにベン
チになってやさしいと思います。
人のために何かできるようにぼく
もなれたらいいなと思います。

坂崎小４年

三浦真平くん

さいごのまほう
中島　和子著 金の星社

め
に
、
楽
し
い
本
を
探
し
た
り
、
上

手
に
読
め
る
よ
う
に
練
習
し
た
り
し

て
い
る
ん
で
す
よ
」

子
ど
も
た
ち
の
輝
き
に
満
ち
た
表

情
か
ら
、
や
る
気
と
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
と
話
さ
れ
る
山
崎
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
が
本
を
好
き
に
な
る
こ

と
で
、
豊
か
な
心
や
豊
か
な
想
像
力

を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

愛
情
の
こ
も
っ
た
本
と
温
か
い
思

い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
願
い
は
届
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

山崎　晴子さん
（荻区）

先
生 

せ
ん
せ
い 

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
町民会館・図書館・町民プール ハッピネス･ヒル･幸田 

ホームページ 
http://www.happiness.kota.aichi.jp

図書館で本を借りるには？ 
　図書館で本を借りるには『図書利用カード』
が必要です。 
　このカードは幸田町にお住まいのかた、
在勤・在学のかたならどなたでもお作りして
います。 
　まだお持ちでないかたは、一度来館され
てカードを作られてはいかがですか。 

貸出点数 本・雑誌・紙芝居：５冊 
 AV資料〈ビデオ・CDなど）：２点 
貸出期間 ２週間 

　『図書利用カード』を作るには希望

されたかたの住所・氏名が確認できる

もの〈免許証・健康保険証など）が必要

です。在勤・在学の方は社員証・学生証

などをあわせてお持ちください。 

荻谷小
「読み聞かせ」

豊
か
な
心
・
豊
か
な
想
像
力
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い

子
ど
も
た
ち
に
は
想
像
力
を
い
っ
ぱ

い
に
、
そ
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
、
楽
し
い
時
間
に
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な

時
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
集
中
力
を

高
め
る
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど

も
た
ち
の
表
情
に
は
敏
感
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
と
て
も
素

直
な
ん
で
す
。
楽
し
い
と
き
、
つ
ま

ら
な
い
と
き
な
ど
、
目
を
見
れ
ば
す

ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
私
た
ち
は
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
か
せ
た
目
を
見
た
い
が
た



Q
深
溝
地
区
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
は
、
岡
崎
市
の
病
院
よ
り
も
蒲
郡

市
へ
行
く
ほ
う
が
多
い
で
す
。
広
報
紙
の
当
直

医
に
蒲
郡
市
の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
西
尾
市
な
ど
も
掲

載
し
て
あ
る
と
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

近
隣
市
町
の
当
直
医
を
す
べ
て
掲
載
す
る

こ
と
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
県
の
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
（
Ｐ
32
）。
ま
た
、
同
ペ
ー
ジ
で
、
蒲
郡
市

で
行
わ
れ
て
い
る
休
日
緊
急
診
療
、
歯
科
の

休
日
・
夜
間
救
急
診
療
を
今
回
号
か
ら
掲
載

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
広
報
）
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柔道会では、子どもたちに柔道を
通して心と体を鍛えてもらうととも
に、一緒に練習する仲間との友情の
輪を広げてもらうことを第一の目的
にしています。
練習は、毎週2回、南部中学校と北

部中学校の武道場で行っています。
真剣に取り組む高学年。その横では、
低学年の子たちが、楽しみながら柔
道（？）の稽古に取り組んでいます。
子どもたちには、練習を重ねること
で、柔道の技だけでなく、武道の重
んじる礼儀も学んでほしいと願って

います。
柔道のほかに、友情の輪を広げる

場として、バーベキューや遠足など
も行っています。このときの子ども
たちの顔は、練習では見ることので
きない表情です｡
柔道に挑戦してみたいかた、柔道

会で仲間を増やしたいかたは、気軽
にご連絡ください。また、子どもた
ちに柔道を教えていただける有段者
のかたも募集しています（ボランテ
ィアです）。
連絡先 事務局 蕁62－6802

●この欄に掲載希望のサークルは、はがきにサークル名と連絡先、活動内容
を簡潔に書いて企画情報課へ。おってご連絡します。

目指せ！　平成の三四郎 「幸田町柔道会」
7575

「
い
っ
し
ょ
け
ん
で
」

妹
も
1
年
生
だ
と
い
う
の
に
、
お

手
本
と
な
る
は
ず
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と

き
た
ら
、
宿
題
も
ま
だ
、
明
日
の
用

意
も
ま
だ
…

「
あ
ん
た
、
ま
ー
3
年
生
だ
も
ん
で
、

ち
ー
た
ー
、
い
っ
し
ょ
け
ん
で

蘆

蘆

蘆

蘆

蘆

蘆

蘆

や
ら

に
ゃ
か
ん
よ
！
」

「
あ
な
た
は
、
も
う
3
年
生
な
の
だ

か
ら
、
少
し
ぐ
ら
い
は
一
生
懸
命
に

や
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
よ
！
」

と
い
う
意
味
で
す
。

鎌
倉
時
代
、「
ご
恩
と
奉
公
」
の

封
建
社
会
で
、
特
に
、
武
士
が
幕
府

か
ら
安
堵
さ
れ
た
所
領
を
命
懸
け
で

守
り
、
生
活
の
頼
み
と
す
る
こ
と
を

「
一
所蘆

懸
命
」
と
い
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
転
じ
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
力

の
限
り
取
り
組
む
こ
と
を
、
標
準
語

で
は
「
一
生蘆

懸
命
」
と
い
い
ま
す
が
、

こ
の
地
方
で
は
「
い
っ
し
ょ
け
ん
で
」

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と

「
一
所
懸
命
で
」
と
い
っ
て
い
た
の

が
変
化
し
、
結
果
的
に
「
命
」
が
欠

落
し
た
格
好
に
な
っ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

（
文
・
じ
ろ
ざ
）

KIA

ゆーちゃん



▽
南
部
中
学
校
で“

「
立
志
」
Ｂ
Ｉ

Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ‘

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

は
、
自
分
自
身
の
力
で
将
来
を
切
り

開
こ
う
と
す
る
強
い
精
神
力
を
養
う

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
4
月
か

ら
３
年
生
に
な
る
生
徒
さ
ん
が
40
誅

を
完
歩
し
た
。
▽
立
志
を
辞
書
で
調

べ
る
と
、「
生
き
る
上
で
の
目
標
を

立
て
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す

る
こ
と
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
環
境

が
変
化
す
る
人
が
1
年
で
最
も
多
い

4
月
。
新
た
に
目
標
を
立
て
、
新
た

な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

も
の
だ
。（
Ｊ
）

▼
こ
こ
数
年
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

回
数
が
増
え
て
き
た
地
震
の
記
事
。

こ
れ
だ
け
頻
繁
に
載
る
と
さ
す
が
に

心
配
に
な
り
、
寝
室
の
タ
ン
ス
の
つ

っ
か
い
棒
を
買
っ
て
き
た
。「
買
わ
な

く
っ
ち
ゃ
」
と
思
い
な
が
ら
も
な
か

な
か
買
え
な
か
っ
た
物
だ
。
し
か
し
、

本
当
は
こ
れ
以
外
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
例
え
ば
非
常
用
の
持
ち

出
し
品
を
そ
ろ
え
る
と
か
…
。
▼
最

近
の
新
聞
で“

東
海
地
震
の
死
者
1
万

人
を
越
す
恐
れ‘

と
見
出
し
に
出
て
い

た
。
そ
ろ
そ
ろ
真
剣
に
準
備
を
し
た

ほ
う
が
い
い
の
か
も
と
思
う
こ
の
ご

ろ
。
▼
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
防

災
情
報
」「
建
物
の
無
料
耐
震
診
断
情

報
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
Ｕ
）
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編
集
者
の 

　  

ひ
と
こ
と 

編
集
者
の 

　  

ひ
と
こ
と 

掲載写真をプレゼント。
希望者は企画情報課まで。

私の最近のマイブームは、喫茶店
のモーニングに行くことです。休日
に友だち4・5人で、お得でおいし
い喫茶店を探し、楽しい時間を過ご
しています。私にとってこの時間は、
気持ちがリラックスできるとても大
切な時間です。
また、私はスポーツが大好きで、

バレーボールやテニス、バドミント
ン、冬はスノーボードなどを楽しん
でいます。昨年の夏は、友だちと山
中湖へ旅行し、ウェイクボードに初
挑戦しました。最初は、水の中で思
うように体が動かず、難しいなと感
じましたが、何回もやるうちに慣れ
てきて、楽しさが分かってきました。
まだ22歳！　いろいろなことに

挑戦して、自分の好きなこと、やり
たいことを見つけていきたいと思い
ます。

大須賀
お お す か

淳子
じゅんこ

さん

野場区在住　22歳　幼稚園教諭
身長　160襤 A型
好きなタイプ　おもしろい人
好きな芸能人　ゆず

「
ほ
う
局
長
さ
ん
、
私
た
ち
も

手
伝
う
こ
と
が
あ
れ
ば
言
っ
と

く
れ
ん
よ
。
何
で
も
手
伝
う
で

ね
」

「
あ
り
が
と
ね
。
も
う
応
援
の

人
た
ち
は
頼
ん
で
あ
る
で
、
ま

た
何
か
あ
っ
た
ら
お
願
い
す
る

で
ね
」

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

設
立
20
周
年
記
念
式
典
の
準
備

を
し
て
い
る
と
、
多
く
の
会
員

さ
ん
た
ち
が
声
を
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。

「
何
人
く
ら
い
応
援
の
人
頼
ん

だ
だ
ん
」

「
え
ー
と
、
男
子
が
25
人
で
女

子
が
16
人
だ
っ
た
か
な
」

「
ど
ー
ゆ
う
ふ
う
に
決
め
た
だ

ん
。
私
た
ち
も
応
援
し
た
い
が

ん
ね
え
」

「
別
に
基
準
を
設
け
て
な
い
け

ど
、
た
だ
受
付
と
接
待
だ
で
そ

れ
な
り
に
ね
。
例
え
ば
容
姿
端

麗
で
体
重
55
誅
以
下
、
身
長
1

5
5
詢
以
上
の
人
と
か
ね
」

「
あ
ら
あ
、
私
ス
レ
ス
レ
で
Ｏ

Ｋ
よ
。
こ
れ
で
花
の
受
付
嬢
だ

が
ん
」

「
い
や
い
や
、
今
の
は
冗
談
だ

よ
。
事
務
所
で
、
応
援
に
こ
れ

る
人
に
お
願
い
し
た
だ
け
だ

よ
」

「
受
付
や
接
待
は
顔
だ
で
ね
、

若
い
人
た
ち
に
任
せ
る
と
す
る

か
ん
」

3
月
8
日
、
町
民
会
館
つ
ば

き
ホ
ー
ル
で
、
記
念
式
典
を
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
会
員
さ
ん
は
、

お
客
さ
ん
と
し
て
式
典
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立

20
周
年
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

20
年
を
祝
う

「
某
月
某
日
」

△
△
第
121
走
者
△



親子一緒に
おとぎ話の世界へ

親子ふれあいひろば〈3/7〉
120組の親子の笑顔であふれた町

民会館あじさいホール。この日は、
あけぼの第1幼稚園PTA人形劇クラ
ブありんこ座によって人形劇「かち
かちやま」が行われました。分かり
やすく、楽しい内容に構成された劇
を真剣なまなざしで見つめる子ども
たち。終了後にかわいらしい人形が
舞台から降りてくると、子どもたち
は握手しようと大喜びで手を差し出
していました。

20広報こうた●2003（Ｈ15）4.1

災害に強い町
消防団出動訓練〈3/2〉

春の火災予防運動にあわせ、逆川地
内で行われた消防団出動訓練。今回は、
早朝の火災を想定し、いかに迅速にか
つ安全に行動できるかを訓練しまし
た。参加した消防団員は「どんな状況
でも的確な消火活動ができるようにし
ていきたいです」と力強く話していま
した。

地区防災講話会〈3/9〉
町内全域で予定している地区防災講

話会を、里区を皮切りにスタートしま
した。この講話会は、地震防災に対す
る町の体制や、災害発生時に地元です
べきことなどを広く周知していき、災
害に強いまちを築くことを目的として
います。

身
近
な
情
報
を
広
報
へ 

広
報
直
通
ダ
イ
ヤ
ル（
63
）５
１
３
２ 

E
-m
a
il:ko
h
o
@
to
w
n
.ko
ta
.a
ich
i.jp

ォトニュース　　まちかどフォトニュース　　まちかどフォトニュース　　まちかどフォトニュース

思い出いっぱい
子ども会活動

子ども会大会〈2/23〉
ソフトボール大会やドッジボール

大会など、思い出いっぱいの子ども
会活動。その子ども会活動をもっと
楽しいものにしていくために、町民
会館つばきホールで子ども会大会を
開催しました。大会では、書き初め
の表彰や体験発表などが行われ、子
どもたちは楽しかったことや辛かっ
たことなどを思い出しながら、活動
への感謝を込めた発表をしました。
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難しいけど
楽しいよ
ディスクゴルフ大会〈3/8〉
小学生を中心に、幼児

から大人まで41人が参加
する中、幸田中央公園で
ふれあいディスクゴルフ
大会を開催しました。当
日は、風が強く、思い通
りに飛ばないディスクに
悩まされているようでし
たが、スコア－よりも競
技そのものを楽しんでい
る参加者。強い風も競技
を盛り上げるために一役
買っていました。

身
近
な
情
報
を
広
報
へ

身
近
な
情
報
を
広
報
へ 

広
報
直
通
ダ
イ
ヤ
ル

広
報
直
通
ダ
イ
ヤ
ル（
63
）５
１
３
２

５
１
３
２ 

E
-m
a
il:ko
h
o
@
to
w
n
.ko
ta
.a
ich
i.jp

身
近
な
情
報
を
広
報
へ 

広
報
直
通
ダ
イ
ヤ
ル（
63
）５
１
３
２ 

E
-m
a
il:ko
h
o
@
to
w
n
.ko
ta
.a
ich
i.jp

まちかどフォトニュース　　まちかどフォトニュース　　まちかどフォトニュース　　まちかどフォ

将来を見据えた
まちづくりを

市町村合併講演会〈2/23〉
名城大学の昇秀樹教授を講師に、町民

会館つばきホールで市町村合併講演会が
開催されました（主催：愛知県）。この講
演会で昇教授は、「合併におけるさまざま
なメリットやデメリットを踏まえ、現在
の自分たちだけでなく、孫の世代のこと
を考えたまちづくりを進めていかなけれ
ばなりません」と話されました。

楽しい企画盛りだくさん
幸小フェスティバル〈3/1〉

保護者や学区のかたと交流を深め
ることを目的とした幸小フェスティ
バルが、幸田小学校で行われました。
フェスティバルでは、子どもたちが
企画したおばけ屋敷やフリーマーケ
ット、ゲームコーナーなどが開かれ、
たくさんの人でにぎわいました。ま
た、ほなみ学習で製作に取り組んで
きた遊具のお披露目も企画されてい
ましたが、雨のため紹介のみとなっ
てしまい、一生懸命製作した6年生
はちょっぴり残念な様子でした（関
連記事P16）。
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に同封の指定医療機関に予約して
受けてください。

●麻しん予防接種
接種期間 5月1日～平成16年2月28日
対象者 平成14年1月1日から同年4
月30日までの出生者／平成13年
12月31日以前の出生者で7歳6か
月未満の未接種者

通知 4月下旬に郵送します。
接種方法 通知書に同封の指定医療
機関に予約して受けてください。

●風しん予防接種･経過措置
接種期間 4月1日～9月30日
対象者 昭和54年4月2日から昭和
62年10月1日までの出生者で、未
接種者のうち風しんにかかったこ
とのないかた

接種方法 接種券と同封の指定医療
機関に予約して受けてください。
18歳未満のかたは保護者同伴でお
出かけください。

通知 対象者と思われるかたには、
3月末にはがきで通知しました。
ただし、過去に風しん･ＭＭＲの
予防接種を受けたことのあるか
た、または、風しんにかかったこ
とのあるかたは、受ける必要はあ
りません／接種を希望されるかた
は、予診票を発行しますので、保
健センターまでお越しください。

問合せ 保健環境課健康係（内線183）

4月の神経芽細胞腫
しゅ

検査
平成14年10月生まれの子どもを

対象に、神経芽細胞腫検査を行いま
す。4か月児健診で配布した「ろ紙」
に尿を湿らせて、愛知県健康づくり
振興事業団へ郵送してください。
問合せ 岡崎保健所　蕁22ー2501

老人健康相談
とき 毎週火・水・金曜日　午前10
時～11時

ところ 老人福祉センター
内容 検尿、血圧測定、診察（金曜
日のみ）、保健指導

そのほか 相談を受けるかたは健康
手帳をお持ちください／曜日は都
合により変更することもありま
す。4月から医師の相談はありま
せん。

問合せ 保健環境課健康係（内線183）

行　事 

健　診 

相　談 

5月の保健センター行事 
蕁62－1111〈内線183〉 
蕁62－8158（直通） 

日/曜 受付時間 備　　　　　　考 

対象：生後2～4か月児の母 
内容：離乳食の作り方・試食 

午後1時 
～1時30分 

13（火） 離乳食講習会 

対象：1歳未満児とその保護者 
内容：赤ちゃん体操・話し合い 

午前9時30分 
～10時 

23（金） すくすく赤ちゃん教室 

年齢を問わず参加できるウォーキング中心
の体操です。老若男女参加は自由、無料。 

午前10時 
～11時30分 

毎月曜 
（祝日除く） エアロビクス 

内容：尿検査、身体測定、歯科・内科健診、 
 個別相談 

午後1時～2時 9（金） 3 歳 児 健 診 
（12年4月生） 

対象：妊婦、生後2か月までの母子 
内容：妊娠中の母乳の自己管理の方法、 
 乳房マッサージ、個別相談 

午前9時30分 
～11時 

8（木） 母 乳 相 談 

対象：乳幼児 
内容：保健師、栄養士による健康相談・ 
 身体測定 

午前9時30分 
～11時 

 7（水） 
21（水） 育 児 相 談 

対象：忘れっぽくなったことを心配しているかた 
内容：痴ほう予防相談（予約制） 

午前10時 
～11時30分 

27（火） 物忘れ相談 

健康に関すること全般（栄養相談も含む） 午前9時30分 
～11時 

27（火） 成人健康相談 

内容：母子保健に関する相談 
 妊娠届出書をお持ちください。 

午前9時30分 
～11時30分 

毎月・木曜 
（祝日除く） 母子健康手帳交付 

初心者向けです。 
効果的な歩き方や健康によい姿勢を学び
ます。 

午前10時 
～11時30分 

 9（金） 
16（金） 
23（金） 

誰でもできる 
健 康 体 操 

4か月児健診 
（15年１月生） 

22（木） 
午後1時～2時 
集団の話 （1時～1時15分） 

内容：身体測定、内科健診、集団の話、 
 個別相談 
神経芽細胞腫検査用紙の配布 

1 0 か 月 児 
健 診 
（14年6月16日生～7月15日生） 

15（木） 
午後1時～2時 
集団の話 （1時～1時15分） 

内容：身体測定、内科健診、集団の話、 
 個別相談 

1歳6か月児 
健 診 
（13年10月生） 

 1（木） 
午後1時～2時 
集団の話 （1時～1時15分） 

内容：身体測定、歯科・内科健診、 
 集団の話、個別相談、フッ素塗布 

2歳児歯科健診 
13年4月生の幼児 （および、その保護者） 

 6（火） 
午後1時～2時 
集団の話 （1時15分～1時30分） 

内容：歯科健診、歯みがき指導、 
 フッ素塗布 

＊各種相談は、電話でも随時受け付けしています。必要時には、家庭訪問指導も行います。 

＊離乳食講習会に赤ちゃんの同伴は必須事項ではありません。 

＊乳幼児健診、母乳相談、育児相談、離乳食講習会、すくすく赤ちゃん教室、歯科健診

には、必ず母子健康手帳をお持ちください。 

幸田町役場　蕁62－1111㈹
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「すくすくこうたっ子こうざ」で
病気とその対処法を学ぼう

とき 5月26日豺 午後2時～3時
ところ 保健センター
内容 春から夏にかかりやすい乳幼
児の病気とその対処

講師 冨田博先生（とみた小児科院長）
対象者 乳幼児とその親
定員 20人　＊先着順
受講料 無料

申込み 5月1日貅から19日豺まで
に、保健環境課健康係（内線183）
へお申し込みください。

人間ドック･がん検診などの
申し込みはお済みですか
平成15年度分の人間ドック･脳ド

ック･肺ドック･各種がん検診の申し
込みを受け付けています。希望され
るかたは、広報こうた3月号と同時
配布した「人間ドック･がん検診等
申込書」に必要事項を記入し、4月
30日貉までに保健環境課健康係（保
健センター内、〒444－0192 幸
田町役場保健環境課）へ、郵送また
は持参してください（電話による申
し込みはできません）。

なお、申込書は、町ホームページ
（http://www.town.kota.aichi.jp）の様式
配信サービスにも掲載しています。
問合せ 保健環境課健康係（内線183）

予防接種を受けましょう
●3（2）種混合予防接種
接種期間 5月1日～平成16年2月28日
対象者 平成14年5月1日から同年6
月30日までの出生者／平成13年
12月31日以前の出生者で7歳6か
月未満の未接種者

通知 4月下旬に郵送します。
接種方法 3種混合は3～8週の間隔
で3回接種します／2種混合（百日
せきにかかったかた）は、4～6週
の間隔で2回接種します／通知書

本町では、予防接種がなるべく重ならないよう
に、順次個別通知しています。通知書が届いたら、
接種間隔を考慮して、早めに接種してください。
問合せ　保健環境課健康係（内線183）

平成15年度

予防接種
平成15年度

予防接種

町内の予防接種指定医療機関 

＊幸田産婦人科：女子のみ接種可 

医 療 機 関 名 

幸田産婦人科＊ 

住 所 電 話 3種 混合 
2 種 
混合 

麻 
しん 

風 
しん 

日本 
脳炎 

大草字広野76 62-8675 ○ ○ ○ ○ ○ 

幸田中央クリニック 高力字越丸27-1 56-8200 ○ ○ ○ ○ ○ 

佐野胃腸科外科 大草字松山12-4 62-5411 ○ － ○ ○ ○ 

三ヶ根クリニック 深溝字権行寺11 62-2055 ○ ○ ○ ○ ○ 

鈴 木 内 科 菱池字三保田1-74 62-8181 ○ － ○ ○ ○ 

野々村クリニック 芦谷字伯楽6-1 56-6500 ○ ○ ○ ○ ○ 

とみ た 小 児 科 横落字竹ノ花2-1 63-1180 ○ ○ ○ ○ ○ 

日 高 医 院 深溝字東道祖神7 63-1155 ○ ○ ○ ○ ○ 

牧原整形外科クリニック 芦谷字後シロ5-1 63-5678 ○ ○ ○ ○ ○ 

むらかみ整形外科 高力字広面2 63-2366 ○ ○ ○ ○ ○ 

山G内科胃腸科 菱池字源田61-1 62-5225 － － ○ ○ － 

予防接種 

ポ リ オ 

麻 し ん 

風 し ん 

Ｂ Ｃ Ｇ 

期間 
4 月 ～ 5 月 

対象者 
H14.8.1～H14.12.31生 

10月～11月 H15.1.1～H15.6.30生 
11月 

4月10日～2月 
5 月 ～ 2 月 

H15.7.1～H14.7.31生 

H14.5.1～H14.6.30生 
6 月 ～ 2 月 H14.1.1～H14.4.30生 
8 月 ～ 2 月 H14.9.1～H14.9.30生 

9 月 ～ 2 月 
H14.7.1～H14.7.31生 
H14.10.1～H15.4.30生 

10月～2月 H14.8.1～H14.8.31生 

5 月 ～ 2 月 H14.1.1～H14.4.30生 
7 月 ～ 2 月 H14.5.1～H14.6.30生 
8 月 ～ 2 月 H14.7.1～H14.7.31生 
9 月 ～ 2 月 H14.8.1～H14.8.31生 
10月～2月 H14.9.1～H14.9.30生 
11月～2月 H14.10.1～H14.10.31生 
12月～2月 H14.11.1～H14.11.30生 
1 月 ～ 2 月 H14.12.1～H14.12.31生 
8 月 ～ 2 月 H13.12.1～H14.6.30生 
11月～2月 H14.7.1～H14.9.30生 

4 月 ～ 8 月 H11.4 .2～H12.4 .1生 

7 月 ～ 8 月 H14.10.1～H15.3.31生 
1 月 ～ 2 月 H15.4.1～H15.9.30生 

4 月 ～ 8 月 
H10.4 .2～H11.4 .1生 
初 回 から 概 ね 1 年 後 

12月～2月 H14.10.1～H14.10.31生 
1 月 ～ 2 月 H14.11.1～H14.11.31生 
4 月 ～ 9 月 S54.4.2～S62.10.1生 

6 月 ～ 2 月 H13.1.1～H13.12.31生 

7 月 ～ 2 月 H3.4.2～H4.4.1生（小6） 

4 月 ～ 8 月 H5.4.2～H6.4.1生（小4） 
4 月 ～ 8 月 S63.4.2～H1.4.1生（中3） 

（随時送付） 初回 3回目から1年後 

初回1回または2回接種済者 

対象年齢 方法 

生後3～90月 

生後4～90月 

生後17～90月 

生後12～90月 

11～12歳 

集団 

個別 

個別 

9～12歳 
14～15歳 

個別 

個別 

生後13～90月 個別 

生後36～90月 

生後48～90月 個別 

生後3～48月 集団 

15歳以上 個別 

1期 

2期 
追加 

1期 

2期 
3期 

1期初回 

追加 

1期 
初回 3種混合 

2種混合 

日本脳炎 

（2種混合） 
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出し時に、借りられるかたを確認
できるもの（運転免許証や健康保
険証など）を持参してください。

問合せ 総務課庶務係（内線331）

育児に関する情報満載！
子育てマップを活用ください
町で実施する子ども向けイベントや

育児に関する情報が満載の、子育てマ
ップ（限定2,000冊･無料）を作りまし
た。活用されたいかたは、子育て支援
センター、もしくは、役場住民児童課
保育児童係へお越しください。
問合せ 子育て支援センター
蕁62－8333

排出基準適合車の
購入費の一部を補助します
自動車NOx･PM法の規制を受ける

自動車の排出基準適合車への早期買
い替え（使用可能最終日の2年以上
前の買い替え）を促進するため、適
合車購入費の一部を補助します。
対象者 町内の中小事業者や農業者
など

対象車種 普通･小型貨物自動車、
バスなど

補助金額 車両本体購入経費の10詒
＊限度額は20万円です。

申請方法 4月1日貂から、保健環境
課管理係（内線181）で申請を受
け付けます。

電話番号の登録をお願いします
消防署では、緊急時の早期現場確

認のため、地図情報システムを導入
しました。このシステムは、住所･
電話番号から、瞬時に目標の場所が
地図に表されるものです。現在、こ
のシステムに登録してある電話番号
は、電話帳に記載されたものしか登
録していません。電話帳に記載され
ていないかたで登録を希望される場
合は、消防署通信係へお申し込みく
ださい。
また、転入･転出･引越しなどで、

住所･電話番号の登録･変更などがあ
る場合もご連絡ください。
※目的以外に電話番号を使用するこ
とはありません。
問合せ 消防署通信係（内線194）

寄付ありがとうございます(敬称略)
社会福祉協議会へ蜷坂崎学区女性の
会　金2,684円／稲吉弘之　金10
万円／手話サークルひだまり　金
1万5,642円／幸田セントラルボ
ウル　金10万円

総人口 34,108人（前月比＋9人）
内 男 17,189人　女 16,919人
世帯数 10,794戸（前月比＋6戸）
2月中の異動
出　生 232人（男119人　女113人）
死　亡 215人（男1 7人　女1 8人）
転　入 195人（男149人　女146人）
転　出 195人（男154人　女141人）

人口動態【H15.3.1現在】

戸籍異動 2月届出分
（順不同・敬称略）

※プライバシー保護のため、希望者のみ
掲載しています。掲載希望のかたは、届
け出時に住民児童課にお申し出下さい。
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おめでとうございます
出生児 保護者 区

澤村　直
なお

樹
き

英治 岩堀
斎藤　優

ゆ

月
つき

雄一 坂崎
壁谷　朱

あか

里
り

光洋 里
壁谷　悠

ゆう

磨
ま

光洋 里
隅田　空

そら

斗
と

法幸 六栗
石野　秀

しゅう

典
すけ

昌幸 桜坂
早P 萌香

も か

吉孝 大草
伊藤　啓

ひろ

登
と

嘉啓 市場
山本幸

こう

ノ
の

助
すけ

直人 岩堀
加藤　匠

しょう

馬
ま

丈幸 岩堀
松本　W

りん

夏
か

英司 鷲田
天野　莉歩

り ほ

和雅 野場
小林　駿

しゅん

太
た

祐史 坂崎
日R 優

ゆう

里
り

智基 市場
藤田悠

ゆう

太
た

朗
ろう

耕治 坂崎
三好　孝

こう

汰
た

隆博 鷲田
福井　康真

やす ま さ

賢 桜坂
杉浦　渚紗

な ぎ さ

英喜 芦谷
岩瀬　大和

や ま と

哲也 里
岩P 桃

もも

花
か

洋三 横落
安達　大

だい

翔
と

敏明 岩堀
鈴木　龍

りょう

馬
ま

健志 市場
鈴木　健

けん

太
た

史泰 横落
鈴木　愛

あい

梨
り

史泰 横落
志賀　凱光

か い り

昭典 岩堀

おくやみ申し上げます
死亡者 年齢 世帯主 区

草 次 み J 85 草 次 一 光 荻
志 賀 な を 89 志 賀 庸 男 六栗
左右田くに 89 左右田武雄 坂崎
杉 浦 　 榮 76 杉 浦 　 宏 大草
村 越 冨 子 91 村越冨士夫 海谷
山 口 き み 92 山 口 秀 雄 久保田
飯 田 全 信 87 飯田Rづ子 大草
樋 口 次 郎 78 樋 口 照 幸 荻
鳥 居 春 夫 80 鳥 居 利 春 六栗
都築一二三 85 都 築 節 子 大草
本田多計夫 87 本 田 計 得 永野

グリーン購入って？
製品やサービスを購入するとき、環境への負荷ができるだけ少ないものを
選んで購入することです。グリーン購入は消費生活など、購入者自身の活動
を環境にやさしいものにするだけでなく、供給側の企業に環境負荷の少ない
製品の開発を促すことで、経済活動全体を変えていく可能性を持っています。

環境に配慮した製品って高くないの？
環境に配慮した製品は必ずしも高くありません。グリーン購入が広がる

なか、価格は従来品と同等の製品が増えています。

製品を選ぶときの注意点は？
実際に製品を選ぶときは、エコマークなど環境ラベルが表示されたもの

を優先的に購入してください。環境ラベル表示製品以外のものを購入する
ときは、次のことが考慮されているものを選ぶようにしてください。
①再生素材のものを選ぶ　②省エネ型の商品を選ぶ　③長く使えるものを
選ぶ　④包装紙、梱包材が簡易なものを選ぶ　⑤詰め替え可能なものを選
ぶ　⑥リサイクル可能なものを選ぶ
問合せ 保健環境課管理係（内線181）

グリーン購入を広げよう！グリーン購入を広げよう！買い物袋
持参運動展開中
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納税は便利な口座振替を
町税などを指定された預金通帳の

口座から各納期に自動的に振り替え
て納付する制度です。次の金融機関
の本･支店および全国の郵便局でご
利用できます。
申し込み用紙は、役場税務課およ

び町内の金融機関･郵便局の窓口に
備え付けてあります（通帳に使用し
ている印鑑をご持参ください）。
口座振替取扱金融機関 UFJ銀行、
名古屋銀行、みずほ銀行、岡崎信用
金庫、蒲郡信用金庫、西尾信用金庫、
碧海信用金庫、豊川信用金庫、あい
ち三河農業協同組合、郵便局

問合せ 税務課収納係（内線134）
＊3月号掲載時に、上記の口座振替
取扱金融機関名に掲載漏れがあり
ましたのでお詫びします。

テレホンサービスを終了しました
当直医をお知らせしていたテレホ

ンサービスを、3月31日をもって終
了しました。
今後、日曜日･祝日の当直医の情

報は、救急医療情報センター（P32）
でご確認ください。
問合せ 企画情報課企画係（内線321）

介護保険被保険者証
交付説明会を行います
満65歳になられると介護保険の第

1号被保険者となりますので、被保
険者証を交付し、介護保険制度の説
明を行います。
とき 4月30日貉　午前10時～11時
ところ 保健センター　視聴覚室
対象者 昭和13年5月2日から同年6
月1日生まれのかた
持ち物 筆記用具　＊介護保険料の
口座振替を希望される場合は、預
金通帳と届出印をご持参ください。
問合せ 福祉介護課介護保険係（内
線126）

チャイルドシートの
貸し出しをご利用ください

町では、チャイルドシート着用の
啓発運動として、次のとおりベビー
（０～10か月程度）、チャイルド
（10か月～4歳程度）、ジュニア（4
歳～10歳程度）の各シートを、無料
で貸し出ししています。
貸出期間 原則1か月　＊原則とし
て貸し出し日は毎月1日から5日、
返却日はその月の26日から末日ま
でです。

貸出対象者 町内在住者
申込み 総務課庶務係（内線331）
で、貸し出し日の2か月前から受
け付けます（電話可）。

そのほか 予約受け付けまたは貸し

そのほか そのほか 

狂犬病予防注射を受けましょう
あなたが飼っている愛犬には、毎年4月1日から6月30日

の間に、狂犬病予防注射を受けさせなければなりません。
予防注射を受けるときは、必ず郵便はがき（平成15年狂

犬病予防注射実施、登録確認通知書）を持参ください。都
合の悪いかたは、動物病院で受けることもできます。また
新規に登録されるかたも、右記の会場で受け付けできます。
対象 生後91日（3か月）以上の犬
費用 注射のみ：3,300円／登録と注射：6,300円
＊つり銭のないようにお願いします。

人に迷惑をかけないようにしましょう
あなたの周りには、犬の好きなかたばかりではありません。
犬の鳴き声や悪臭などで近所に迷惑をかけないようにし、犬
を飼っている周囲は、いつも清潔にしておきましょう。

フンの後始末は
きちんとしましょう
道路や公園はみんなのもので

す。みんなが気持ちよく利用で
きるように、フンは飼い犬が責
任を持って片付けましょう。

問合せ 保健環境課管理係（内線181）

犬を飼っているかたへ犬を飼っているかたへ 月／日 会　　　場 時　　間 
坂 崎 公 民 館 
（ 旧 ）山 崎 精 米 所 西 
長嶺コミュニティホーム 
高 力 老 人 憩 の 家 
JAあいち三河大草支店 
荻 農 村 セ ン タ ー 
芦 谷 公 民 館 
横 落 児 童 館 
鷲 田 公 民 館 
老 人 福 祉 セ ン タ ー 
深 溝 児 童 館 
海 谷 公 民 館 
深 溝 老 人 憩 の 家 
岩 堀 公 民 館 
野場ふれあいセンター 
須 美 公 民 館 
桐山コミュニティセンター 
逆 川 農 村 セ ン タ ー 
上 六 栗 老 人 憩 の 家 
六 栗 公 民 館 
永 野 老 人 憩 の 家 
新 田 老 人 憩 の 家 
保 健 セ ン タ ー 
坂 崎 公 民 館 
JAあいち三河大草支店 
鷲 田 公 民 館 
芦 谷 公 民 館 
深 溝 老 人 憩 の 家 
上 六 栗 老 人 憩 の 家 
野場ふれあいセンター 
保 健 セ ン タ ー 

9：40～10：40 
10：50～11：10 
11：20～11：40 
13：10～13：40 
13：50～14：50 
10：00～10：40 
10：50～11：40 
13：10～13：50 
14：00～14：50 
10：00～10：30 
10：40～11：00 
11：10～11：40 
13：10～13：50 
14：00～15：00 
9：30～10：20 
10：30～10：50 
11：00～11：30 
11：40～12：00 
13：20～14：00 
14：10～14：40 
9：30～10：00 
10：10～10：30 
10：40～11：20 
13：10～13：30 
13：40～14：00 
14：10～14：30 
14：40～15：00 
13：10～13：30 
13：40～14：00 
14：10～14：30 
14：40～15：00

4月14日豺 

4月15日貂 

4月16日貉 

4月17日貅 

4月18日貊 

5月12日豺 

5月13日貂 



ポルトガル語教室に参加しよう

とき 5月29日から7月31日までの
毎週木曜日（全10回） 午後7時
～8時30分

ところ 中央公民館　中会議室
講師 今井義裕氏（ブラジル在勤20年）
定員 20人　＊応募者多数時は抽選
受講料 8,000円　＊テキスト代は
別途必要になります。

申込み 5月9日貊までに、幸田町国
際交流協会（TEL・FAX62－2424）
へ　お申し込みください（ファッ
クス　可）。 ＊火･水･金曜日の
午後1時　から4時までです。

高齢者交通安全推進員を募集！
募集人員 56人　＊岡崎警察署管内
で勤務していただくかたは、4人
です。

雇用期間 6月16日～12月12日
勤務時間 週5日（月～金曜日）で
午前9時～午後5時15分　

勤務内容 高齢者およびその家族に
対する交通安全指導、アンケート
調査、夜間反射材着用の啓発など

応募資格 20歳～64歳の普通運転
免許を保有するかた
応募期間 4月7日豺～25日貊
応募方法 「交通安全について思う
こと」を400字詰原稿用紙にまと
め（2枚以内）、履歴書（6か月以
内に撮影した写真を添付）を添え
て、譛愛知県交通安全協会へ郵送
（締切日消印有効）または持参し
てください。〒462－0021 名
古屋市北区成願寺1丁目6番50号
問合せ 譛愛知県交通安全協会
蕁052－981－7587

レディースバドミントン大会に
参加しよう
とき 5月11日豸 午前9時～
ところ 中央小学校　体育館
競技方法 ダブルス、トーナメント
戦　＊1セット11点、3セットマ
ッチ、2セット先取方式　＊申し
込み人数に応じて変更する場合が
あります。
申込み 5月8日貅までに、生涯学習
課スポーツ係（内線411）へお申
し込みください。

ユニバーサルホッケー
審判員講習会に参加しよう
とき 5月11日豸 午前9時～

ところ 勤労者体育センター
受講料 2,000円　＊日本ユニバー
サルホッケー協会公認の指導･審
判員有資格者および、県ユニバー
サルホッケー協会発行の修了証の
継続・更新のかたは無料です。

申込み 当日会場で受け付けします。
そのほか 当日は、運動のできる服
装でお越しください／体育館シュ
ーズ、ホイッスル、筆記用具をお
持ちください／講習会終了後、県
ユニバーサルホッケー協会から
修了証が発行されます。

主催 県ユニバーサルホッケー協
会、幸田町教育委員会

問合せ 生涯学習課スポーツ係（内
線411）

卓球教室に参加しよう
とき 5月11日から6月29日までの
毎週日曜日（全8回） 午後7時～
9時

ところ 幸田中学校　卓球場
定員 30人　＊先着順
受講料 2,000円
申込み 5月8日貅までに、生涯学習
課スポーツ係（内線411）へお申
し込みください。

ソフトテニス教室に
参加しよう
とき 5月12日から6月30日までの
毎週月曜日（全8回） 午前9時
30分～11時30分　※6月16日は
お休みです。

ところ 文化公園テニスコート
定員 30人　＊先着順
受講料 2,000円
申込み 5月7日貉までに、生涯学習
課スポーツ係（内線411）へお申
し込みください。
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幸田町役場　蕁62－1111㈹

住宅名 神山住宅A棟
募集戸数 1戸（平成5年度建設）
家賃 2万7,800円～4万6,000円
申込資格 住宅に困窮しているこ
とが明らかなこと／収入基準に
適合していること／市町村民税
を滞納していないこと

受付期間 4月11日貊～18日貊
入居予定 5月上旬
問合せ 都市計画課建築係（内線
241）

町営住宅入居者を
募集します
町営住宅入居者を
募集します

スポーツ スポーツ 



歴史と文学講座で
「南北朝の動乱」を
『太平記』から学びませんか
とき 4月26日から6月14日までの毎
週土曜日（全6回） 午後1時30分
～3時

ところ さくら会館　第1研修室
定員 40人　＊応募者多数時は抽選
受講料 無料
講師 水野武至氏（生涯学習支援指
導者）

申込み 4月17日貅までに、生涯学
習課生涯学習係（内線413）へお
申し込みください。

健康体操講座で
仲間と楽しく運動を！

とき 5月9日から7月11日までの毎
週金曜日（全10回） 午後1時30分
～3時
ところ 中央公民館　中ホール

定員 30人　＊応募者多数時は抽選
受講料 無料
講師 太田孝子さん（日本3Ｂ体操
協会指導士）
申込み 4月22日貂までに、生涯学
習課生涯学習係（内線413）へお
申し込みください。

初級エアロビクス講座で
体をシェイプアップしましょう

とき 5月15日から7月17日までの
毎週木曜日（全10回） 午前10
時～11時
ところ 中央公民館　中ホール
定員 30人（女性に限ります）
＊応募者多数時は抽選
受講料 無料
講師 宮川小智子さん（生涯学習支
援指導者）
申込み 4月22日貂までに、生涯学
習課生涯学習係（内線413）へお
申し込みください。

これでわが家も花畑！
四季のガーデニング教室
とき 5月17日貍 午前10時～正午
ところ さくら会館　第1研修室　

内容 夏から秋の終わりまで楽しめ
るお洒落な寄せ植え―失敗の少な
い挿し木、挿し芽のコツ―

対象者 町内在住･在勤者
定員 20人　＊応募者多数時は抽選
受講料 無料　＊教材費（1,500円
程度）が必要になります。

講師 日野忠雄氏
申込み 4月25日貊までに、生涯学
習課生涯学習係（内線413）へお
申し込みください。

シルバースクールではつらつ人生
料理やスポーツ、バス見学など、

みんなでワイワイ過ごしましょう。
とき 5月から翌年2月までの毎月1
回（全10回） 午前10時～

対象者 町内在住者で60歳以上のかた
定員 60人 ＊応募者多数時は抽選
受講料 無料　＊内容により自己負
担があります。

申込み 4月22日貂までに、生涯学
習課生涯学習係（内線413）へお
申し込みください。
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時間 午前10時30分～
11時30分

ところ さくら会館とそ
の周辺

対象者 入園前の乳幼児
とその親

定員 各20組　＊応募者
多数時は抽選

受講料 無料　＊内容に
より実費徴収します。

講師 子育てネットワー
カー

申込み 4月22日貂までに、生涯学習課生涯学習係
（内線413）へお申し込みください。
そのほか 下のお子さんを連れてきてもかまいませ
ん。申し込み時にお知らせください。

親子あそびで仲間づくり親子あそびで仲間づくり

募　集 募　集 

－親子ふれあいひろば－

 回 パンダグループ コアラグループ 　　　内　　容 
 1 5月8日貅 5月9日貊 はじめましての会   
 2 5月15日貅 5月16日貊 おさんぽ 
 3 5月22日貅 5月23日貊 ボールであそぼう 
 4 5月29日貅　＊合同開催 お茶べり会 

 5 5月31日貍　＊合同開催
 うんどうかい 

    （おとうさんもいっしょ） 
 6 6月5日貅 6月6日貊 音であそぼう 
 7 6月12日貅 6月13日貊 どろんこあそび 
 8 6月19日貅 6月20日貊 あわであそぼう 
 9 6月26日貅 6月27日貊 水あそび 
 10 7月3日貅 7月4日貊 たなばた  
 11 7月10日貅 7月11日貊 おわりの会 



とき ところ
050月060日貂 わしだ保育園
050月12日豺 幸田保育園
050月13日貂 菱池保育園
050月20日貂 上六栗保育園

時間：午前10時～11時

護者1人につき2人までです）／
保護者は入場料金（一般大人：1
人500円／回）が必要です。

問合せ 町民プール　蕁56－8111

わくわくあそびランドで
楽しい時間を

＊お近くの会場へお越しください。
内容 体を動かして遊ぼう
対象 保育園にあがるまでの乳幼児
とその親

参加費 無料
申込み 当日会場で受け付けします。
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問合せ 子育て支援センター
蕁62－8333

子育てに関する話を聞こう
とき 4月26日貍 午後2時～3時
30分
ところ 町民会館　大会議室
内容 基調講演「子育てに関する
話」：金原勲氏（米山寮長）
参加費 無料
申込み 当日会場で受け付けします。
問合せ ボランティア連絡協議会
（社会福祉協議会内･蕁62－7171）

今月の老人福祉センター行事
日程 4月1日貂 大草民踊友の
会／4日貊 せん茶の会／11日貊
芦谷民謡クラブ／15日貂 民踊東栄
会／18日貊 剣詩舞三河会／22日
貂 日舞友華の会／23日貉 やよい
ショー／5月6日貂 やよいショー

時間 芸能は午後1時～2時、せん茶
は午前10時～正午
問合せ 老人福祉センター
蕁62ー7224

教育相談室を開設します
今まで行ってきた青少年に関する

悩み相談（少年相談）に、小中学生
の生活などの相談を加えた教育相談
を行います。
日程などについては、右記の“毎

月の相談”でご確認ください。
問合せ 学校教育課学校教育係（内
線421）

女性悩みごと相談
母子家庭相談の
日程が変わります
女性悩みごと相談と母子家庭相談

の日程が、4月から変更します。（右
記の“毎月の相談”でご確認くださ
い）。
なお、母子家庭相談については、

西三河事務所健康福祉課（蕁27－
2919）でも受け付けています。
問合せ 福祉介護課福祉係（内線123）

●法律相談（予約制）

と　き 4月10日貅 午後1時～3時

ところ 役場3階301会議室

問合せ 住民児童課戸籍住民係（内線112)

●心配ごとお気軽相談

と　き 毎週水曜日　午前9時～正午

ところ 福祉サービスセンター

問合せ 社会福祉協議会　蕁62ー7171

●教育相談（FAX･Ｅメール相談可）

と　き 青少年に関する悩み：毎週火･

水･金曜日／小中学生の生活な

どの悩み　毎週火～金曜日

＊ともに午前10時～午後6時

ところ 中央公民館内相談室

問合せ 青少年に関する悩み：TEL･FAX

63－1188／小中学生の生活など

の悩み（予約制）：蕁62－5502

Ｅメール soudan@sun-inet.or.jp

●身障者･知的障害者相談

と　き 身障者相談　毎月第1･3火曜日

／知的障害者相談：毎月第2･4

火曜日　＊ともに午前10時～

午後3時

ところ つどいの家相談室

問合せ つどいの家　蕁63ー2941

●女性悩みごと相談

と　き 毎月第4水曜日

午前10時～午後4時

ところ 福祉サービスセンター

問合せ 福祉介護課福祉係（内線124）

●母子家庭相談（電話相談可）

と　き 随時受け付けます。

問合せ 福祉介護課福祉係（内線124）

●子育て相談（訪問相談可）

と　き 月～金曜日　午前8時30分～

午後5時／土曜日　午前8時30

分～正午

ところ 子育て支援センター

問合せ 子育て支援センター 蕁 62ー8333

●子育て出張相談

と　き 毎月第2･4水曜日

午前10時～11時30分

ところ 横落児童館

問合せ 子育て支援センター 蕁 62ー8333

●こどもの相談

と　き 毎月第2水曜日

午前10時～午後4時

ところ 福祉サービスセンター

問合せ 福祉介護課福祉係（内線124）

毎月の相談
幸田町役場　蕁62－1111㈹

ところ 岡崎市美術博物館
観覧料 一般：1,000円／小中学
生：500円
問合せ 岡崎市美術博物館
蕁28－5000

◆◆◆額田町◆◆◆
くらがり・かおれ渓谷

新緑まつり
新緑まつりの期間中は、各種イベ

ントが開催されます。

●写生大会
春のくらがり渓谷を描いてみませ

んか。優秀作品は表彰され、展示紹
介します。
期間 4月29日貂～5月5日豺
ところ くらがり渓谷観光案内所
●ちびっこマス釣り大会
とき 5月3日貍
ところ くらがりマス釣り場
問合せ 碧水会　蕁83－2057

相　談 相　談 
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○軽自動車税 ‥‥‥‥‥‥全　期
○介護保険料 ‥‥‥‥‥‥１　期
○保育料 ‥‥‥‥‥‥‥‥４月分
○し尿くみ取り手数料

‥‥‥‥‥１･２･３月分
＊納入期限‥‥‥‥4月30日（水）

便利な口座振替の利用を！
（申請は税務課または町内金融機関で）

今月の税金と料金納付

件数（人数） 累計【1月～2月】

死　亡 ０（０） １（１）
重　傷 ０（０） ２（２）
軽　傷 19（26） 43（57）
物　損 85 202

件数 累計【1月～2月】

侵入盗 7 21
車両盗 9 12
そのほか 21 52
合　計 37 85

2月の事故・犯罪状況

2月の火災・救急件数

件数 累計【1～2月】

建　物 ０ １
林　野 ０ ０
そのほか ０ ２
合　計 ０ ３

件数 累計【1～2月】

急　病 54 118
交　通 11 16
そのほか 18 40
合　計 83 174

事 

故 
犯 
罪 

火 

災 

救 

急 

春の山を歩いてみよう
ふれあい歩け歩け運動

とき 4月19日貍 受付：午前8時
30分～　＊雨天中止
ところ 町民会館センタープラザ
コース 町民会館→大井池休憩所→
遠望峰山頂→不動ケ滝→町民会館
（約13襭）
対象者 健康なかたであればどなた

でも参加できます。
参加費 無料
持ち物 弁当、水筒など
申込み 当日会場で受け付けます。
問合せ 生涯学習課スポーツ係（内
線411）

中学生以下を対象に
プールを無料開放します
とき 5月3日貍～5日豺
対象者 中学生以下　＊町内･外は
問いません。

利用方法 無料開放期間中、来場さ
れた中学生以下のかたに、受け付
けで当日の入場券をお渡しします。
注意事項 日常、オムツを使用して
いる乳幼児は入場できません／小
学3年生以下のお子さんは、保護
者（18歳以上）の付き添いが必要
です（付き添いできる人数は、保

2003 Vol.13

岡崎市・幸田町・額田町の広域情報 

● 
東公園 

岡崎市蜷岡崎市美術博物館 

至幸田 

国道1号 

東岡崎 

Ｎ 

殿橋 

岡
崎
市
美
術
博
物
館
 

● 

中央総合公園 

インター入口 
● 
インター入口 
● 

県道35号 

県道37号 

国
道
4
7
3
号
 

県
道
3
3
4
号
 

至本宿 

● 
額田町役場 

● 
かおれ渓谷 

月秋 

くらがり 
渓谷 

額田町蜷くらがり渓谷 
Ｎ 

◆◆◆岡崎市◆◆◆
バルビゾン派～印象派展

19世紀フランス絵画では世界有
数のコレクションを誇るアメリカ･
ボルティモア美術館。その中からコ
ロー、ディアズからクールベ、ピサ
ロ、シスレー、モネなどの作品約100
点を選び、バルビゾン派から印象派
に至る美術の流れを紹介します。
期間 4月5日貍～5月18日豸
午前10時～午後6時　＊入館は閉
館の30分前まで。休館日は月曜
日です（5月5日豢は開館、6日貂
は休館）。

イベント イベント 
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幸田町役場　蕁62－1111㈹

安全で良質な水道水を確保しましょう安全で良質な水道水を確保しましょう
●水道法の改正について
水道法の改正により、水の給水者である本町が、貯

水槽水道の設置者に対して、給水条例に基づき、貯水
槽水道の適正管理の確保のための「助言・勧告」を行
うことがあります。
●こんなときは連絡を
①水質汚染事故が発生した場合
②蛇口の水の色、濁り、臭い、味、そのほかの異常が
発生した場合
＊貯水槽管理について、ご不明な点がありましたら、
西尾保健所（蕁0563－56－5241）および役場水道
課（内線273）へご連絡ください。

磁気活水器を設置する場合は
ご注意ください

強力な磁力を利用する磁気活水器を、ご家庭の水道
メーター付近に取り付けられた場合、水道メーターの
計測に支障をきたす可能性があります。
また、メーター取り替え（「計量法」により定期的

な取り替えが義務付けられています）や修繕工事の際
にも支障をきたします。
譖日本水道協会が実施した調査の結果、活水器およ

び水道メーターの構造によって、水道メーターに近接
して活水器が設置された場合、計測に影響を与える場
合があることが判明しています。水道メーターの計測
を正確にし、検針業務を円滑に進めるため、磁気活水
器をご利用されるかたは、水道メーターから50襤以
上離した場所に設置してください。すでに水道メータ
から50襤未満の場所に設置されている場合は、移設
してください。
また、幸田町指定給水装置工事事業者と相談のうえ、
維持管理の支障にならない場所を選んでください。
問合せ 水道課業務係（内線273）

ビル・マンションの飲み水は
大丈夫ですか？
従来までは管理責任が明確になっていなかった小規

模（容量が10立方襷以下）の貯水槽水道について、
設置者の管理責任が求められることになりました。
●貯水槽水道とは？
私たちが利用している水道水は、「直結式」か「受

水槽式」のいずれかにより家庭や学校、ビル・マンシ
ョンなどに給水されています。このうちの受水槽式が、
貯水槽水道にあたります。
直結式給水　水道の水が、配水管から蛇口までパイプ
が切れ目なくつながって給水している方法を「直結
式給水」といいます。2階までの建物では、この方
式が用いられています。
受水槽式給水（貯水槽水道） 3階以上の建物などで、
水圧が不足するところや、一時に大量の水を使用す
るところでは、水道の水を一度受水槽に受け、ポン
プで高置水槽に送って、給水している場合がありま
す。このような方式を
「受水槽式給水（貯水槽
水道）」といいます。

●貯水槽水道は適切な管理を
①貯水槽の清掃点検 受水槽、高置水槽は、１年に１
回以上清掃をしてください。水槽の清掃は、専門の
業者（建築物飲料水貯水槽清掃業者などがあります）
へ依頼して実施してください。また、水槽の周囲な
どを点検し、異常のないことを確認してください。
②水質の検査 毎日、蛇口の水を透明なガラスのコッ
プに入れ、色や濁りなどに異常がないか、さらに、
週に１回以上（１日１回以上実施することが望まし
い）残留塩素測定器を用いて、遊離残留塩素が0.1
襦グラム／覊以上あることを確認してください。ま
た、供給している水が健康を害する恐れがあるとき
はすぐに給水を停止し、関係者に周知してください。

水道メータ 

水道メータ 

L＝50㎝以上 

L＝50㎝以上 

活水器 

活水器 

A位置 

B位置 

35
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●お医者さんにかかるときの
自己負担が変わります
退職者医療制度は、会社などを退職されたかたの医

療費負担を軽減する制度です。しかし、4月から健康
保険（健保組合、共済など）での自己負担の割合が3
割に統一されることに伴って、退職医療制度での自己
負担の割合も、本人、被扶養者ともに3割に統一され
ることになりました。

問合せ 住民児童課国保年金係（内線114）

●高額療養費の限度額
同じ人が、同じ月内に医療機関に支払った医療費の

自己負担額が表の限度額を超えたときは、申請すると
払い戻しが受けられます（受診月から、おおむね3か
月後に世帯主にお知らせします）。

＊①の「１詒」は、医療費が36万1,500円を超えた分
からが24万1,000円を超えた分の１詒になります
②の「１詒」は、医療費が69万9,000円を超えた分
からが46万6,000円を超えた分の１詒になります。

4月から国民健康保険制度の一部が変わります4月から国民健康保険制度の一部が変わります

国民年金の学生納付特例をご存じですか？国民年金の学生納付特例をご存じですか？
20歳以上であれば、

学生のかたも国民年金
に加入しなければなり
ません。しかし、ほと
んどの学生は所得があ
りませんので、国民年
金に加入しても保険料
を納めることが困難で
す。そこで、社会人に
なってから保険料を納
めることができる「学
生納付特例制度」をご
利用ください。

この制度を利用できるのは、大学、大学院、短大、
高等学校、高等専門学校、専修学校などに在学する
20歳以上の学生などで、夜間部や定時制課程・通信
制課程などの学生も対象になります。
●申請手続きが必要です
学生納付特例制度を利用するには、申請をして承認

を受ける必要があります。学生証の写し（有効期限の
確認できるもの）、または在学証明書を提示し、「国民

年金保険料学生納付特例申請書」に必要事項を記入の
上、住所地の国民年金担当窓口に提出してください
（申請書は国民年金担当窓口にあります）。
申請のあった月の前月分の保険料から承認されま

す。この承認は、前年の所得を確認して決定されます
ので、毎年度申請が必要になります。
●承認を受けると
学生納付特例期間中に、障害や死亡といった不慮の

事故が生じたときは、満額の障害基礎年金や遺族基礎
年金が支給されます。申請が遅れると、承認される前
の保険料を納めていない期間は保険料未納期間となっ
てしまい、その間に事故や病気で障害が残っても、障
害基礎年金が受けられない場合がありますのでご注意
ください。
●社会人になったら
学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間

として算入されますが、年金額には反映されません。
10年以内であれば保険料をさかのぼって納める（追
納）ことができますので、満額の老齢基礎年金を受け
るためにも、卒業したら忘れずに追納してください。
問合せ 住民児童課国保年金係（内線114）

国民年金保険料学生納付特例申請書 

年3回まで 年4回以降 

 7 万2,300円＋1詒　① 4万200円 一般 

区　分 

13万9,800円＋1詒　② 7万7,700円 上位所得者 

 3 万5,400円 2万4,600円 低所得者 

平成15年3月31日まで 平成15年4月1日から 

現在お持ちの保険証（黄色）は今のままでご利用できます。 

退職被保険者（本人） 

外来2割 入院2割 

被扶養者 

外来3割 入院2割 
※3歳未満は外来2割 

退職被保険者、被扶養者 
ともに 

外来3割 

入院3割 
※3歳未満は外来2割 
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N

市民会館 

★看板 

篭田公園 

R1

甲
山
会
館 歯科医師会 

緊急医療センター 

歯科の休日・ 
夜間緊急診療 

●岡崎歯科医師会緊急医療センター 
診療日　日曜日・祝日：午前9時～11
時30分、午後1時～3時30分／平日
夜間（月～土）：午後7時30分～10
時30分 
問合せ　蕁21－8000

●蒲郡市保健センター 
 （休日緊急診療と同じ） 
診療日　日曜日・祝日および12月30日
～1月3日 
診療時間　午前9時～午後0時30分 
問合せ　蕁0533－69－8020

N

岡崎警察署 

岡崎 
商工会議所 R248 夜間急病 

診療所 

夜間緊急診療 
●岡崎市医師会公衆衛生センター 
　夜間急病診療所 
診療科目　内科・小児科・外科 
診療日　毎日　＊夜間のみ 
受付時間　午後7時30分～10時30分 
診療時間　午後8時～11時 
問合せ　蕁52－1906

R248

蒲郡市役所 

R23 市民会館 

蒲郡 
競艇場 浜町テニス 

コート 

蒲郡駅 
塩津駅 

休日緊急診療 
●蒲郡市保健センター 
診療科目　内科・小児科 
診療日　日曜日・祝日および12月30日
～1月3日 
受付時間　午前9時～正午、午後1時～5時 
問合せ　蕁0533－67－2555

保健所 

休日急病診療所 
休日歯科診療所 

蜷診療時間　午前9時～正午 
　　　　　　午後2時～6時 

※保険証をお持ちください。 
※都合により当直医を変更することもありますので、下記の救急医療情報センターで 
　ご確認ください。 

当直医 

救急医療情報センター 
　どうしても医療機関が見つからないときは、愛知県救急医療情報セン 
ターにお電話ください。オペレーターが24時間体制でお知らせします。 

蜷4月20日
（日）

蜷4月27日
（日）

蜷4月29日
（火）

蜷5月3日
（土）

蜷5月4日
（日）

蜷5月5日
（月）

蜷5月11日
（日）

内科または小児科  　 柱 蕁５８－１３６１ 
外　科 岡崎共立病院 羽　　根 蕁５５－０６６０ 
産婦人科 救急医療情報センターへ問い合わせ 蕁２１－１１３３ 
皮膚科 北野桝塚診療所 北　　野 蕁３４－１００１ 
耳鼻咽喉科 うえじ耳鼻咽喉科 上　　地 蕁５４－２８３３ 
眼　科 みやした眼科 明 大 寺 蕁５７－８１６６ 
内科または小児科  若 松 東 蕁５４－０１２５ 
外　科 寺岡クリニック 井 　 内 蕁５８－２５００ 
産婦人科 救急医療情報センターへ問い合わせ 蕁２１－１１３３ 
皮膚科  若 松 東 蕁５４－０１２５ 
耳鼻咽喉科  鴨 田 南 蕁２４－６５５５ 
眼　科 佐野眼科医院 門 前　1 蕁２１－４９０９ 
内科または小児科 川部内科皮膚科 緑　　丘 蕁５５－３３００ 
外　科 細 井 医 院 福 　 岡 蕁５１－１３２５ 
産婦人科 岡崎産婦人科 鴨 田 本 蕁２１－８１９１ 
皮膚科 川部内科皮膚科 緑　　丘 蕁５５－３３００ 
耳鼻咽喉科 渋谷耳鼻咽喉科 鴨 田 本 蕁２３－０１６９ 
眼　科 桐 渕 眼 科 唐 沢　1 蕁２２－１２９１ 
内科または小児科 宮 地 医 院  　 柱 蕁５１－３３６６ 
外　科  幸田・芦谷 蕁６３－５６７８ 
産婦人科 田那村産婦人科 康生通南 蕁２３－８１６１ 
皮膚科 おばた皮ふ科 大　　門 蕁２５－５２３９ 
耳鼻咽喉科 犬塚耳鼻咽喉科 上　　里 蕁２６－３３１４ 
眼　科 鈴木眼科医院 幸田・大草 蕁６２－４６１２ 
内科または小児科 柱百々小林医院 柱 百 々 蕁５１－４０７６ 
外　科 山中クリニック 稲　　熊 蕁２７－１９１９ 
産婦人科 幸田産婦人科 幸田・大草 蕁６２－８６７５ 
皮膚科 渡辺皮フ科 福 寿　１ 蕁２３－８００５ 
耳鼻咽喉科 板 堂 医 院 福　　寿 蕁２１－６１５６ 
眼　科 矢 頭 眼 科 能　　見 蕁２１－０６４１ 
内科または小児科 小出クリニック 牧 御 堂 蕁５４－５６０１ 
外　科 ませぎ整形外科 本宿台1 蕁２７－８０８８ 
産婦人科 三ヶ根クリニック 幸田・深溝 蕁６２－２０５５ 
皮膚科 小出クリニック 牧 御 堂 蕁５４－５６０１ 
耳鼻咽喉科 むつみ耳鼻咽喉科 井　　内 蕁７２－２３２０ 
眼　科 橋本眼科医院 三　　崎 蕁５３－９９０４ 
内科または小児科 村 山 医 院  中 島 中 蕁４３－２０２７ 
外　科 むらかみ整形外科 幸田・高力 蕁６３－２３６６ 
産婦人科 救急医療情報センターへ問い合わせ 蕁２１－１１３３ 
皮泌科 荻 須 医 院 篭　　田 蕁２１－０７８１ 
耳鼻咽喉科 中野耳鼻咽喉科 本 町　3 蕁２２－０２６１ 
眼　科 鈴木眼科医院 幸田・大草 蕁６２－４６１２ 

耳鼻いんこう科 
嶋 田 医 院  

志貴こども  
クリニック  

岡田胃腸科  
クリニック  

岡田胃腸科  
クリニック  

牧原整形外科 
クリニック  

当直医をお探しの地域 
幸田町、岡崎市、額田町 

救急医療情報センター 
蕁0564－21－1133

蒲郡市ほか東三河地域 蕁0532－63－1133
西尾市、吉良町、幡豆町 蕁0563－54－1133



母乳相談（保健センター 9:30）
親子ふれあいひろば「パンダグループ」開講
（さくら会館 10:30）
法律相談（役場301 13:00）
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4月 5月

上
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桐
山
西 

桐
山 広田川 

池 

文 南部中学校 

幸田町粗大ごみ 
集積処理場 

23

粗大ごみ収集日 ■受付期間 
　平日／午前9時～正午　　土日／午前9時～午後3時 
　  ※正午から午後１時までは昼休憩です。 

委託搬入電話受付日 粗大ごみ収集日 

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 

54321

16

22

12
14 15

20 21 23 24 25 26

6 7
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問合せ　保健環境課環境衛生係 
　蕁62－1111（内線181） 

春の巡回わくわくあそびランド
（町民会館センタープラザ 10:00）
パパママ教室①（保健センター 10:00）

10か月児健診（保健センター 13:00）

誰でもできる健康体操
（保健センター 10:00）
ふれあい歩け歩け運動
（町民会館センタープラザ 8:30）

町議会議員一般選挙告示日
成人健康相談（保健センター 9:30）
町長対話サロン（役場１階サロン 10:00）
春の巡回わくわくあそびランド（深溝保育園 10:00）
物忘れ相談（保健センター 10:00）

春の巡回わくわくあそびランド（幸田保育園10:00）
４か月健診（保健センター 13:00）
すくすく赤ちゃん教室（保健センター 9:30）
春の巡回わくわくあそびランド（坂崎保育園10:00）
痴ほう予防教室ボランティア養成講座
（保健センター 10:00）
誰でもできる健康体操（保健センター 10:00）
｢歴史と文学講座｣開講（さくら会館 13:30）
子育てに関する講演会（町民会館 14:00）

町議会議員一般選挙投票日

緑化木無料配布（役場玄関前 9:00）

1歳6か月児健診（保健センター 13:00）

憲法記念日
プール無料開放（～5日、町民プール）

国民の休日

子どもの日

わくわくあそびランド（わしだ保育園 10:00）
2歳児歯科健診（保健センター 0:45）

育児相談（保健センター 9:30）

親子ふれあいひろば「コアラグループ」開講
（さくら会館 10:30）
誰でもできる健康体操（保健センター 10:00）
3歳児健診（保健センター 13:00）
｢健康体操講座｣開講（中央公民館 13:30）

レディースバドミントン大会
（中央小学校体育館 9:00）
ユニホッケー審判員講習会
（勤労者体育センター 9:00）
｢卓球教室｣開講（幸田中学校卓球場 19:00）
｢ソフトテニス教室｣開講
（文化公園テニスコート 9:30）
わくわくあそびランド（幸田保育園 10:00）
わくわくあそびランド（菱池保育園 10:00）
離乳食講習会（保健センター 13:00）
町長対話サロン（役場１階サロン10:00）
パパママ教室①（保健センター 10:00）
10か月児健診（保健センター 13:00）
｢初級エアロビクス講座｣開講
（中央公民館 13:30）

蜷毎月第2・4火曜日（午前10時～正午）に町長
対話サロンを開催。町長と直接話ができます。
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介護保険被保険者証交付説明会
（保健センター 10:00）
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　緑化に対する理解を深め、明るいまち
づくりを推進するために、4月1日から5
月31日までの間、県下一斉に「春の緑化
推進運動」が展開されます。 
　また、地域、職場、学校、公共施設な
どの緑化をはかり、緑化環境の向上のた
めの「緑の募金運動」を行います。皆さ
んのご協力をお願いします。 
●問合せ　産業課農政係 
　　　　　蕁62－1111（内線215） 

とき　4月28日（月）　午前9時～ 
ところ　役場玄関前 
種類　オリーブ、ブルーベリー  ＊先着300人 
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緑化木の無料配布 緑化木の無料配布 

　緑化に対する理解を深め、明るいまち
づくりを推進するために、4月1日から5
月31日までの間、県下一斉に「春の緑化
推進運動」が展開されます。 
　また、地域、職場、学校、公共施設な
どの緑化をはかり、緑化環境の向上のた
めの「緑の募金運動」を行います。皆さ
んのご協力をお願いします。 
●問合せ　産業課農政係 
　　　　　蕁62－1111（内線215） 

とき　4月28日（月）　午前9時～ 
ところ　役場玄関前 
種類　オリーブ、ブルーベリー  ＊先着300人 
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古紙配合率100％再生紙を使用 環境にやさしい大豆インキを使用 

夢のある 心のかよ
う
活
力
あ
る
ま
ち
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